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ひろたに・れい　同校に赴任して６年目。進路指導部長。家庭科。
北海道静内農業高校　1978（昭和53）年設立／全日制／食品科学科、生産科学科／共学／１学年
約50人／2025年度卒業生進路実績　国公立大は、帯広畜産大に２人が合格。私立大は、北翔大、
酪農学園大、東京農業大、京都産業大などに延べ11人が合格。短大・専門学校進学７人。就職22人。

　農作物の生産や乳牛の飼育管理、そして日本唯一の軽種馬生産など、多様な学
びを展開する静内農業高校には道内外から生徒が集まる。異なる背景を持つ生徒
たちに家庭科担当の廣谷先生は「理解と共感を大切にしよう」と伝えている。「授
業において生徒が自分の家庭の考え方を話す場面が少なからずありますが、それ
ぞれ違うのは当然で、正解はありません。自分とは異なる意見も１つの考え方と
して受け入れ、共感する。その大切さと難しさを学んでほしいのです」と語る。
　先生自身、進路指導部長として、理解と共感を胸に生徒と向き合う。全校生徒の
進路希望調査に目を通した上で生徒に頻繁に声をかけ、その会話から内面をくみ
取り、生徒の可能性を広げる選択肢を調べて生徒や担任に情報を届ける。「『これで
いいや』ではなく、『これがやりたい』と納得して選ぶ。それが卒業後も自分の足で
歩いていける確かな自信になります」と廣谷先生。農業を志す生徒は「『スマート
農業も面白そう』と漏らしたら、先生が新設の学科を教えてくれました。その学科
を調べるうちに、学びたい学問や将来像が一層明確になり、志望学科を決めること
ができました」と語る。先生の理解と共感も力にして、生徒は前に進んでいく。

どう進める？
高校の特色化・魅力化
─生徒を主語にした学校づくりに向けて

特集

『VIEW next』高校版に関するお問い合わせは

右記の２次元コード、または下記ＵＲＬから
お問い合わせフォームにアクセスいただき、お問い合わせください。

https://benesse-hs.jp/nm2gq

先生方と共に創る　教育情報&オピニオン誌
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編集部からのお知らせ

 高校版　2026年７月号　特集テーマ連動オンラインセミナー

「どう進める？　
高校の特色化・魅力化」
開催のご案内

https://benesse-hs.jp/nm2gq

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

本誌発刊

本誌の特集の
テーマと連動した

オンラインセミナー

各号の発刊後に、特集のテーマについて
さらに理解を深める！

オンラインセミナーの最新情報を受け取りたい先生はご登録を！

お急ぎの場合は、お電話もご利用いただけます。
株式会社ベネッセコーポレーション　お客様サービスセンター　TEL：0120–350455（通話料無料）
受付時間：月～金 8:00 ～18:00 ／土 8:00 ～17:00 （祝日、夏季休業、年末・年始を除く）

8/11（火）～ 8/16（日）はお客様サービスセンターは夏季休業です。

開催日時	 2026年10月９日（金）　16：00〜17：00
形式	 オンライン（ZOOM 配信）　　参加費　無料
プログラム（予定）
［プログラム１］特集解説

本誌７月号・特集「どう進める？　高校の特色化・魅力化
─ 生徒を主語にした学校づくりに向けて」のポイント解説

［プログラム２］質問への回答
読者から寄せられた質問に対して、現場の実情・実践に詳しい
佐藤事務局長と舟越校長、編集部が回答
ご質問は、お申し込みフォームで受けつけています。　

※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。　※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。
※一部時間帯の視聴も可能です。※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

2026年10月７日（水）
参加申し込み締め切り日

右記の２次元コード、
または下記URLから
お申し込みください。
https://benesse-hs.jp/VIEW2621

参加申し込み方法

今年度は各号の発刊後に、特集のテーマと連動したオンラインセミナーを実施しています。２回目となる今回は、７
月号の特集のテーマである「どう進める？　高校の特色化・魅力化」と連動し、高校の特色化・魅力化を進める上で
管理職に求められる視点や役割について深めます。管理職を始めとするリーダーのお立場の先生はもちろん、将来の
学校を担われる若手の先生も含め、多くの先生方のご参加をお待ちしております。

登
壇
予
定
者

佐藤　到
いたる

　先生
全国普通科高等学校長会　事務局長
神奈川県立松陽高校、同・横浜翠

すいらん
嵐高校で校長

を務めた後、神奈川県立総合教育センター顧問、
横浜国立大学教職大学院連携教授を歴任。22 年
度から現職。全国の普通科高校を訪れ、改革支
援を行う。

舟越　裕
ひろし

　先生
長崎県立佐世保南高校　校長
長崎県立佐世保北高校で進路指導主事として同
校の進路指導をけん引。同・佐世保西高校で教
頭、同・松浦高校で校長を務め、25 年度から現
職。松浦高校や現任校で普通科改革の取り組み
を先導してきた。

『VIEW next』の LINE を友だち登録していただければ、オンラインセミナーの最新情報はもちろん、本誌の発刊時や新コ
ンテンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』内の該当コンテンツに、ダイレクト
にアクセスできます。この機会にぜひご登録をお願いします！

方法❶　右の２次元コードを読み取る
方法❷　LINE アプリの「友だち追加」＞　「ID 検索」で「@view21」と入力して追加

友だち登録の
方法例

お問い合わせは
こちら

る日の放課後、２年生のクラス担任だった私は、11月

に実施された模擬試験の結果について女子生徒Ａさん

と面談をしました。Ａさんの成績は、５教科すべてが高得点で、

志望校である難関国立大学には余力を持って合格できそうでし

た。10余年の教職歴の中で私が出会った生徒の中でも屈指の

学力を持つＡさんは、より難関の大学を目標にすれば、さらに

学力が伸びるはずだと私は確信していました。

　いつもの穏やかな笑顔で面談にやってきたＡさんに、私は「模

擬試験の結果、見た？」と聞きました。Ａさんは「はい。よかっ

たですよね」とさらりと答えました。その言葉にうなずきなが

ら私はこう提案しました。「こんなに高い点数が取れるのだか

ら、東大を目指さない？」。するとＡさんは「そう言ってもら

えるのは、うれしいです」と笑顔を崩さずに答えた後、私に尋

ねました。「でも、東大に行ったら、私の人生の何が変わるん

でしょうか？」。想定外の質問に私は思わず、「えっ？」と声を

出してしまいました。私が予想していたＡさんの反応は、「自

信がありません」とか、「頑張ってみます」といったものだっ

たからです。次の言葉がなかなか出てこなかった私は、「人生

の何が変わるのかってどういうこと？」とＡさんの質問に質問

で返しました。

　「東大も素敵な大学だと思いますが、東大に行ったら私の人

生がどう変わるのかが分からないんです。今の志望校が唯一の

選択肢ではないことは分かっていますが、現時点で私が一番関

心のある大学なんです」。穏やかな表情を変えずに語るＡさん

に、私は「人生はどうなるか分からないから、卒業後の選択肢

が増えそうな東大に行った方がいいんじゃないの？」と言いま

したが、内心は「中身のないことを言っているな……」と情け

なさでいっぱいでした。私は東京大学のことを詳しく調べてい

たわけではありませんでした。それなのに「東大を目指さな

い？」と安易に口にしたのは、自分のクラスに学力が高い生徒

がいることに浮かれていたからだと自己嫌悪に陥りました。

談は、生徒が気づきを得たり、前向きな気持ちになっ

たりするための時間だと考えていました。しかし、私

との面談がきっかけでその後、Ａさんにそうした変化が生まれ

たとは思えませんでした。Ａさんは当初の志望校に合格しまし

たが、私にとってはＡさんとのあの面談は思い出すと苦しくな

る、しかし決して忘れてはならない面談だと思っています。

担任として生徒の進路選択にどうかかわっていこうとし
ているのか、そして地方の高校に通う生徒の進路観の醸
成をどのように支援しようと考えているのかを佐藤先生
が語ったウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article36719/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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さとう・こうだい ● 同校に赴任して4 年目。数学科。
生徒の主体的・自律的な学びの実現を目指し、
授業改善に力を入れる。2026 年度からは、

DX ハイスクール採択校である同校の様々な教育活動の
評価・改善・精選を担うDX 委員会の委員長を務める。

岩手県立水沢高校

佐藤紘大

先生なら、
どうしますか？
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指導変革の軌跡18

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

	 	 富山県立高岡高校
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シリーズ高×大・専・社接続の視点で考える22
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	 	 キーワード　産学連携
	 	 学校事例　静岡県・私立静

せいせい

清高校

特集2

どう進める？
高校の特色化・魅力化
─生徒を主語にした学校づくりに向けて

先生なら、どうしますか？	巻頭

「東大を目指さない？」
安易に提案した担任の私に、生徒が返した想定外の質問
岩手県立水沢高校　佐藤紘

こうだい

大

	 4	 課題整理　全国普通科高等学校長会	事務局長	佐藤	到
いたる

	×	長崎県立佐世保南高校	校長	舟越	裕
ひろし

	 8	 事例 1　市部・公立　熊本県・熊本市立必
ひ つ ゆ う か ん

由館高校
	 11	 事例 2　市部・私立　大阪府・私立大阪高校
	 14	 事例 3　郡部・公立　岩手県立葛

く ず ま き

巻高校

ウェブ連載記事　ダイジェスト26
 

Reader’s VIEW36

「主体的・対話的で深い学び」を
実装する授業デザイン

英語
静岡県・私立東海大学付属静岡翔洋高校　田中大

たいせい

成
数学
長崎県立大村高校　川久保晃一

New

管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

「やらされ探究」から「マイ探究」へ！
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みの

面
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東高校
福岡県・福岡市立福翔高校

管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

そうだったのか！　教育課程 New

管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

https://view-next.benesse.jp/
本誌記事は、ウェブサイト でもご覧いただけます。

印刷製本／株式会社協同プレス　編集協力／有限会社ペンダコ　撮影協力／加藤　武、ヤマグ
チイッキ　イラスト協力／カモ
※本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます。
※本誌記載の記事、写真の無断複写、複製及び転載を禁じます。©Benesse Corporation 2026
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　高校教育を取り巻く環境が大きく変化する中、各校には特色化・魅
力化が求められていますが、その転機となったのが、2020 年11月
に公表された「新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググルー
プ（審議まとめ）」です。同まとめでは「各高等学校の特色化・魅力化
に向けた方策」が高校教育改革の柱の１つとして位置づけられました。
そしてそれは、その後に出された中央教育審議会答申（＊）などにも
引き継がれ、26 年２月に公表された「高校教育改革に関する基本方針

（グランドデザイン） ～ 2040 年に向けた『 N-E.X.T.（ネクスト）ハイス
クール構想』～」においても、高校教育改革を進める上で重視する視点
の中で「各高校の特色化・魅力化」が打ち出されています（図１）。
　同構想では、先導的な学びのあり方の構築を改革先導拠点校が担う
ことになりますが、その取り組みや成果を協力校や域内の高校に広く
共有・普及することにより、地域全体の高校教育の質の向上が期待さ
れます。すなわち、同構想は多くの高校が自校の特色を明確化し、そ
の魅力を高めていく改革とも言えるのではないでしょうか。
　各校が特色化・魅力化を進めていく上で忘れてはいけないのは、それ
らを「生徒を主語にした」ものにするという視点です。では、そうした視
点を踏まえた特色化・魅力化はどのように進めていけばよいのか―本
特集では、実践者の話や事例を通じて、その問いのヒントを探りました。

 編集部　統括責任者　柏木　崇

©kid_a
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P. 4 	 課題整理　
	 	 自校の「特色」を明確化し、生徒が感じる「魅力」を高める
  全国普通科高等学校長会　事務局長　佐藤　到

いたる

  長崎県立佐世保南高校　校長　舟越　裕
ひろし

  

P. 8	 	 事例 1　市部・公立
	 	 学校設定教科を学びの土台とし、
	 	 時代に対応する文理融合型の新しい普通科を創る
  熊本県・熊本市立必

ひつゆうかん

由館高校
P. 11		 事例 2　市部・私立
	 	 暗黙知として受け継がれてきた全人教育の文化を言語化。
	 	 教師と生徒の共通の指針に
  大阪府・私立大阪高校
P. 14		 事例 3　郡部・公立
	 	 地域資源・課題をテーマとするプロセス重視の探究学習を、
	 	 町役場と連携して進める
  岩手県立葛

くずまき

巻高校
＊　「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、
協働的な学びの実現～（答申）」（2021年１月）。
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高校改革の方向性　～2040年に向けた高校の姿～図１

教師が感じる「自校の特色化・魅力化」の必要性図２ 特色化・魅力化の推進にあたっての課題図３

不確実な時代を自立して
生きていく主権者として、ＡＩに
代替されない能力や個性の伸長

我が国や
地域の経済・社会の発展を

支える人材育成

一人ひとりの多様な学習ニーズに
対応した

教育機会・アクセスの確保

３つの視点を重視しながら、さらなる高校改革を進め、N-E.X.T. ハイスクール構想を実現する。
高校から大学・大学院に至るまでの一貫した改革により、強い経済や地域社会の基盤となる人材を育成する。

視点１ 視点２ 視点３

学びのあり方の転換
（New Transformation）

• リアルとデジタルのよさを組み合わせつ
つ、「好き」を育み、「得意」を伸ばす機
会を確保し、生徒の実態を踏まえた柔軟
な教育課程の実現

•スクール・ミッション、スクール・ポリシーを
踏まえた教育活動の改善、公表

•高校教育と一貫した大学教育改革（主体的・
自律的な学修のための環境構築、出口に
おける質保証等）

最先端を学ぶ高校の特色化・
魅力化（New Excellence）

• 探究・文理横断・実践的な学び、ＳＴＥＡＭ
教育、産業界と協働した専門高校の学び
の充実

→理数・文系的素養やＡＩを使いこなす力を
身につけ、社会で活躍するロールモデルを
体感

• 各高校の特色化・魅力化

→学科構成の見直し、専門高校の機能強化・
高度化、グローバル人材の育成

→「普通科」のあり方の転換、即戦力の人材
と進学を見据えた高度専門職人材の育成

学ぶ機会・アクセスの確保
（New Education）

• 全国どこにいても多様で質の高い学びを
保障し、地方の生徒はもとより誰一人取
り残されず、すべての生徒の可能性を最
大限引き出す（地理的アクセスの確保、
都道府県の実情等に応じた学校配置・規
模の適正化、小規模校を含む遠隔授業等
の推進）

• 通信制高校の教育の質の確保・向上

• 不登校生徒への学習支援、特別支援教育や
日本語指導が必要な生徒への教育の充実

部科学省は、高校改革の方向性を３つの視点で示し
ている（図１）。本誌の読者からも、「この少子化の

時代に、必要とされる学校であり続けるために、特色化・
魅力化は必須」「生徒が自分の興味・関心に合わせて学べ
る学校になるために、画一的な教育課程から脱却しなけれ
ばならない」といった声があり、「自校の特色化・魅力化」
の必要性を感じている教師は約８割に上った（図２）。一方、

特色化・魅力化の推進においては、その方向性や教師間の
温度差などについての課題があるようだ（図３）。そうし
た課題が生じるのは、「特色化」と「魅力化」のそれぞれ
が意味することについて、校内で共通理解が図れていない
からではないだろうか。そこで今号では、特色化・魅力化
が意味することを整理した上で、各校が特色化・魅力化を
どのように進めていけばよいのかについて考えていく。

特色化・魅力化のそれぞれが意味することは何か。
各校は特色化・魅力化をどのように進めていけばよいのか。

先生方とともに
考えたい「問い」

文

※文部科学省「高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）～ 2040 年に向けた『N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想』～【概要】」（2026 年２月）を基に編
集部で作成。下線は編集部による。

※図２・３ともに、『VIEW next』高校版　読者モニターアンケート結果より（アンケートは 2026 年３月にウェブで実施。有効回答数は 107）。

自校の特色化・魅力化に取り組む上での課題を教えてください。

• あまりにも取り組み内容が飛躍しすぎていて、どんな生徒像を目
標にしているのか分からないところがある。（北海道・私立）

• 特定の分野の資格が取得できるコ―スを設置したものの、現時点
では受験者数の増加にはつながっていない。（千葉県・公立）

• 特色化・魅力化を「自分たちがよいと思うもの」という基準だけ
で設計してしまうと、社会が求めていることや外の世界の変化と
の整合性が取れなくなる。（静岡県・私立）

• 取り組みに対する教師の温度差がある。また、取り組みがなかな
か学校への評価につながらない。（長崎県・公立）

• 教育目標を教師間に浸透させ、それに基づいた教育活動を実践す
ることが難しい。（愛知県・私立）

ご勤務校において「自校の特色化・魅力化」に
取り組む必要性をどの程度感じますか。

Q.Q.

とても感じる
55.1%まあ感じる

24.3%

どちらとも言えない
14.0%

あまり感じない 4.7%

全く感じない 1.9%

 高校版  2026 July3

0-01-5-00032-001 2026 年度 VIEW next 高校版 7 月号 2 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

07/09
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-5-00032-001 2026 年度 VIEW next 高校版 7 月号 3 頁 ＣＭ

ＹＫ
再
念
校

07/09
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P002-003_view-next-koukou-7g.indd   3P002-003_view-next-koukou-7g.indd   3 2026/07/09   18:422026/07/09   18:42



青
木
　
２
０
２
２
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
が

推
進
し
て
い
る
「
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等

学
校
改
革
推
進
事
業
」
を
始
め
と
し
て
、
近

年
、「
生
徒
を
主
語
に
し
た
」
高
校
教
育
の

実
現
に
向
け
て
、
す
べ
て
の
高
校
に
お
い
て

特
色
・
魅
力
あ
る
教
育
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
26
年
2
月
に
文
部
科
学
省
が
示

し
た
「N

-E.X.T.(

ネ
ク
ス
ト)

ハ
イ
ス
ク
ー

ル
構
想
」（
＊
）
に
お
い
て
も
、
専
門
高
校

改
革
や
普
通
科
改
革
を
通
じ
て
高
校
の
特
色

化
・
魅
力
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
性
や
、
小

規
模
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
の
た
め
の
教
育

条
件
の
改
善
等
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、

高
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
現
在
、
高
校
等
へ
の
進
学
率
は
約
99

％
に
達
し
、
そ
の
約
７
割
の
生
徒
が
普
通
科

に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
た
だ
こ
れ
ま
で
、
普

通
科
の
教
育
内
容
は
中
学
生
や
保
護
者
に
は

高
校
ご
と
の
違
い
が
分
か
り
に
く
く
、「
行

き
た
い
高
校
」
で
は
な
く
、「
入
れ
る
高
校
」

を
選
ん
で
い
た
生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
少
子
化

が
進
み
、
多
く
の
自
治
体
で
公
立
高
校
の
学

区
が
撤
廃
さ
れ
る
中
、
各
高
校
は
自
校
の
特

色
・
魅
力
を
中
学
生
や
保
護
者
に
伝
え
、
選

ば
れ
る
高
校
に
な
る
必
要
性
が
生
じ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
実
社
会
に
つ
な
が
る
生
き
た

授
業
の
実
践
も
、
特
色
の
１
つ
と
し
て
高
校

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「N

-E.X.T.

（
ネ
ク

ス
ト
）
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
が
示
さ
れ
た

の
も
、Society 5.0

に
対
応
で
き
る
、
文

理
に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
教
養
等
を
備
え

た
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
人
材
の
育
成
に

高
校
も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

舟
越
　
長
崎
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
多
く
の

生
徒
、
保
護
者
が
、
公
立
高
校
の
普
通
科
を

進
学
先
の
第
一
候
補
と
し
て
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
近
年
、
私
立
高
校
が
新
コ
ー
ス

の
設
置
や
部
活
動
の
強
化
な
ど
を
通
じ
て
特

色
化
を
図
り
、
私
立
高
校
の
授
業
料
も
無
償

化
さ
れ
た
こ
と
で
、
生
徒
、
保
護
者
に
と
っ

て
私
立
高
校
の
魅
力
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
生
徒
の
学
力
や
希
望
進
路
な
ど
が
多
様

化
す
る
中
で
、
特
に
公
立
高
校
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
な
横
並
び
で
よ
い
の
か
と
社

会
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

長
崎
県
で
は
少
子
化
が
進
み
、
高
校
の
再
編

統
合
が
進
む
見
通
し
で
す
が
、
高
校
の
数
の

調
整
だ
け
で
は
な
く
、
各
地
域
に
ど
の
よ
う

な
高
校
を
残
し
、
創
っ
て
い
く
の
か
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊　高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン） ～2040年に向けた「N-E.X.T.(ネクスト)ハイスクール構想～」

V
I
E
W 

n
e
x
t

編
集
部

青
木
彩
子 

あ
お
き
・
あ
や
こ

普通科を含むすべての高校に「生徒を主語にした」魅力的な学校づくりが求められている。
なぜ、高校の特色化・魅力化が必要とされているのか。

どのようにそれを推進していけばよいのか。
神奈川県立横浜翠

すい

嵐
らん

高校の元校長で、全国普通科高等学校長会
事務局長として全国の高校を知る佐藤到

いたる

先生と
普通科改革の先駆的な取り組みの経験を持つ

長崎県立佐世保南高校の舟越裕
ひろし

校長に、
VIEW next 編集部の青木彩子が話を聞いた。

全国普通科高等学校長会
事務局長

佐藤 到
い た る

長崎県立
佐世保南高校

校長

舟越 裕
ひ ろ し

自校の「特色」を明確化し、
生徒が感じる「魅力」を高める

課 題 整 理

社
会
の
変
化
や
多
様
な
生
徒
に

応
え
ら
れ
る
特
色
や
魅
力
を

進行
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生徒・保護者・地域

た
。
取
り
組
み
①
や
取
り
組
み
②
の
よ
う
な

こ
と
を
行
っ
て
い
る
学
校
で
は
、生
徒
が
「
自

分
に
合
っ
た
学
び
、
高
校
生
活
だ
」
な
ど
と

満
足
感
を
持
ち
、
そ
れ
を
家
庭
や
地
域
で
語

る
こ
と
で
、
中
学
生
や
そ
の
保
護
者
も
魅
力

を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
例
え
ば
成
果
な
ど
が
数
値
と
し
て
表

れ
に
く
い
探
究
学
習
の
価
値
に
つ
い
て
、
生

徒
の
前
に
ま
ず
は
教
師
が
、
自
校
の
探
究
学

習
の
よ
さ
を
深
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
探
究
学
習
を
推
進
す
る
た
め
に

学
校
設
定
教
科
・
科
目
を
設
け
る
学
校
も
あ

り
ま
す
が
、
同
教
科
・
科
目
に
お
い
て
生
徒

が
何
を
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
を
、
教
師

た
ち
で
熟
議
し
、
十
分
に
理
解
し
な
が
ら
つ

く
り
上
げ
る
ほ
ど
、
生
徒
は
探
究
学
習
に
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

舟
越
　
松
浦
高
校
在
任
中
、
先
生
方
と
話
し

合
い
、
地
域
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
学
校

設
定
科
目
「
松
浦
学
」
を
設
定
す
る
こ
と
に

し
て
、
さ
ら
に
長
崎
大
学
教
育
学
部
と
連
携

し
、
数
学
、
英
語
な
ど
の
6
教
科
で
、
地
域

の
素
材
を
活
用
し
た
公
開
授
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
私
た

ち
教
師
は
、
地
域
科
学
科
と
は
ど
の
よ
う
な

学
科
な
の
か
を
深
く
理
解
し
て
い
っ
た
よ
う

青
木
　
現
場
の
先
生
方
は
、
特
色
化
・
魅
力

化
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
推
進
に
は
課
題
が
あ
る
よ
う
で
す
（
P.
３

図
2
・
3
）。
先
生
方
の
声
か
ら
、
そ
の
課

題
の
真
因
の
１
つ
に
、
特
色
化
・
魅
力
化
は

そ
れ
ぞ
れ
何
を
意
味
す
る
の
か
、
校
内
で
共

通
理
解
が
図
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
高
校
の
特
色
化・

魅
力
化
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
れ

ば
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

佐
藤
　
私
は
学
校
の
「
特
色
」
は
、
学
校
自

身
や
設
置
自
治
体
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を

踏
ま
え
て
骨
組
み
を
設
計
し
、
授
業
な
ど
の

日
々
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
教
師
た
ち
が
つ

く
り
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。
一
方
「
魅
力
」
は
、
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
通
じ
て
生
徒
た
ち
が
感
じ
る
楽
し
さ
や

学
び
が
い
、
満
足
感
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
木
　
今
の
お
話
を
踏
ま
え
る
と
、
自
校
の

特
色
化
・
魅
力
化
は
、「
自
校
の
独
自
性
が

明
確
か
」「
生
徒
や
保
護
者
・
地
域
が
満
足

し
て
い
る
か
」
と
い
う
2
つ
の
視
点
で
整
理

で
き
そ
う
で
す
（
図
１
・
２
）。

舟
越
　
私
が
24
年
度
３
月
ま
で
３
年
間
校
長

を
務
め
た
長
崎
県
立
松
浦
高
校
は
、
22
年
度

に
そ
れ
ま
で
の
普
通
科
を
、
地
域
課
題
な
ど

の
探
究
に
重
点
的
に
取
り
組
む
地
域
科
学
科

に
改
編
し
ま
し
た
。
私
た
ち
教
師
が
力
を
入

れ
た
の
は
、
地
域
科
学
科
と
は
ど
の
よ
う
な

特
色
を
持
っ
た
学
科
な
の
か
を
生
徒
や
保
護

者
に
伝
え
る
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
、
図
２

の
取
り
組
み
③
の
状
態
か
ら
取
り
組
み
①
の

状
態
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
す
。
ま

た
、
私
は
、
教
育
活
動
自
体
に
は
明
確
な
独

自
性
が
な
い
中
で
も
、
学
校
が
持
つ
自
由
な

校
風
の
お
か
げ
で
生
徒
た
ち
を
引
き
つ
け
て

い
た
、
取
り
組
み
②
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
学
校
に
勤
務
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

取り組み❶ 取り組み❸
独自性が明確な

取り組み❹

独自性が
あいまいな／ない独自性が明確な

特色化できている （自校の独自性が明確になっている）

魅力化できている （取り組みの価値が届き、生徒・保護者・地域が満足している）

取り組み❷

独自性が
あいまいな／ない

•                   は、独自性が明確で（＝特色化）、生徒・保護者・地域が満足している
（＝魅力化）理想的な状態。

•　 　　　　は、独自性があいまいだ（または、ない）が、生徒・保護者・地域が
満足しているものなので継続すべき取り組み。特色として自覚したり、独自性を
明確にしたりすれば、一層魅力を高められる可能性がある。

•　　　　 　は、生徒・保護者・地域にはその価値が届いていないが、独自性が明
確なので、改善の余地あり。

※取材を基に編集部で作成。

取り組み❶

取り組み❷

取り組み❸

さ
と
う
・
い
た
る

　神
奈
川
県
立
松
陽
高
校
、
同
・
横
浜

翠
嵐
高
校
で
校
長
を
務
め
た
後
、
神
奈
川
県
立
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
顧
問
、
横
浜
国
立
大
学
教
職
大
学
院
連
携
教
授

を
歴
任
。
22
年
度
か
ら
現
職
。
教
諭
時
代
の
担
当
教
科
は

地
理
歴
史
科
・
公
民
科
（
地
理
）・
福
祉
科
。

ふ
な
こ
し
・
ひ
ろ
し

　長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
校
で
進
路

指
導
主
事
と
し
て
同
校
の
進
路
指
導
を
け
ん
引
。
同
・
佐

世
保
西
高
校
で
教
頭
、
同
・
松
浦
高
校
で
校
長
を
務
め
、

25
年
度
か
ら
現
職
。
教
諭
時
代
の
担
当
教
科
は
地
理
歴
史

科
（
日
本
史
）。

特色化と魅力化の意味図1

特色化と魅力化の関係図2

特色化 魅力化

意味 自校の独自性を明確にすること

「この学校に来てよかった」「こ
の学校があってよかった」と生
徒・保護者・地域が満足してい
る状態をつくること

留意点
• 他校との比較に基づく
• 客観的な評価が可能

• 生徒・保護者・地域の人々一
人ひとりの評価に基づく

• 主観的な評価によるもの

※取材を基に編集部で作成。

特
色
は
学
校
と
教
師
が
つ
く
る
も
の
、

魅
力
は
生
徒
が
感
じ
る
も
の

特集 どう進める？　高校の特色化・魅力化
─生徒を主語にした学校づくりに向けて
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に
思
い
ま
す
。
現
在
の
勤
務
校
で
あ
る
長
崎

県
立
佐
世
保
南
高
校
は
、
23
年
度
に
普
通
科

と
は
別
に
文
理
探
究
科
を
設
置
し
ま
し
た
。

本
校
に
お
い
て
も
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間

を
軸
に
し
つ
つ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
の
あ

り
方
を
検
討
し
続
け
る
こ
と
で
、
文
理
探
究

科
の
特
色
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
私
は
、
自
校
の
特
色
を
生
徒
や
保
護

者
に
伝
え
る
教
師
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
き

ま
し
た
。
か
つ
て
校
長
を
務
め
た
神
奈
川
県

立
横
浜
翠
嵐
高
校
で
は
「
高
校
生
と
し
て
の

覚
悟
」
を
生
徒
に
求
め
、「
生
徒
の
心
に
火

を
つ
け
る
授
業
」
を
全
教
師
が
標
榜ぼ

う

し
て
い

ま
し
た
。
学
校
と
し
て
大
切
な
理
念
、
目
標

を
日
々
生
徒
と
接
す
る
教
師
が
言
葉
に
し
、

意
識
し
続
け
る
こ
と
で
、
生
徒
の
意
識
変
容

を
促
し
、
学
び
の
質
を
高
め
る
の
と
同
時
に
、

そ
れ
を
魅
力
と
し
て
捉
え
る
生
徒
の
「
構
え
」

を
つ
く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

舟
越
　
私
は
26
年
５
月
に
横
浜
翠
嵐
高
校
を

訪
問
し
た
の
で
す
が
、「
高
校
生
と
し
て
の

覚
悟
」
と
い
う
言
葉
を
、
管
理
職
だ
け
で
な

く
、
若
手
・
中
堅
の
先
生
が
口
に
す
る
の
も

聞
き
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

佐
藤
　
公
立
高
校
に
は
様
々
な
経
験
、
価
値

観
を
持
っ
た
教
師
が
異
動
し
て
き
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
「
本
校
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
こ
れ

で
す
」
と
、
管
理
職
が
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

青
木
　
実
際
に
自
校
で
特
色
化
・
魅
力
化
を

推
進
し
て
い
く
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て

管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
視
点
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
　
自
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
特
色

が
明
確
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
生
徒
に
と
っ
て

魅
力
に
な
っ
て
い
る
か
を
整
理
す
る
こ
と
か

ら
始
め
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

図
３
の
よ
う
な
４
象
限
マ
ト
リ
ク
ス
を
用
い

て
、
自
校
の
特
色
や
魅
力
と
な
っ
て
い
る
と

思
う
取
り
組
み
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
み
ま
す
。

取
り
組
み
の
現
状
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
教

師
間
の
現
状
認
識
が
そ
ろ
い
、
改
善
の
方
向

性
に
つ
い
て
も
議
論
が
し
や
す
く
な
る
で
し

ょ
う
。
た
だ
し
、
同
じ
取
り
組
み
で
あ
っ
て

も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
感
じ
る
魅
力
や
そ

の
度
合
い
は
異
な
る
こ
と
や
、
一
人
ひ
と
り

の
「
多
様
性
へ
の
対
応
」
と
併
せ
て
、
社
会

取り組み❸

取り組み❹

取り組み❶

取り組み❷

で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
と
な
る
資
質
・

能
力
を
共
通
し
て
身
に
つ
け
る
「
共
通
性
の

確
保
」
も
学
校
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
教
師
間
で
共
通
認
識
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
日
々
教
室
で
多
様
な
生
徒

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

満
足
感
を
高
め
つ
つ
、
共
通
性
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る
先
生
方
へ
の
敬

意
を
管
理
職
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
先

自校の取り組みの現状を整理する４象限マトリクス図3

A	特色が明確で、
	 魅力になっている

B	特色があいまいだ	（または、
	 ない）が、魅力になっている

C	特色が明確だが、
	 魅力になりきれていない

D	特色があいまいで	（または、
	 なく）、魅力になりきれていない

※取材を基に編集部で作成。

特色が明確

特色があいまい／ない

魅
力
に
な
り
き
れ
て
い
な
い

魅
力
に
な
っ
て
い
る

特色化の度合いは、教師が判断
魅力化の状況は、生徒の声により判断
まずは生徒の全体的な声で整理し、異なる評価の生徒の声も踏ま
えて取り組みの改善を考える

整理の
ポイント

検討の
方向

取り組みをやめる／
魅力になるように改善

検討の
方向

共通性の確保として
必要なことは継続／
取り組みをやめる

検討の
方向

継続＋
さらなる改善

検討の
方向

言語化し、特色として
自覚／
特色が明確に
なるように改善

教
師
の
や
り
が
い
が

自
校
の
特
色
や
魅
力
を
高
め
る

6
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生
方
が
多
様
な
生
徒
を
受
け
止
め
、
新
し
い

教
育
活
動
に
も
安
心
し
て
挑
戦
し
て
い
け
る

よ
う
、
先
生
方
の
心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
心
の
中
に
「
余
白
」

が
あ
る
か
ど
う
か
、
ぜ
ひ
心
を
配
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

舟
越
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
学
校
に
関
心

を
持
つ
地
域
の
人
た
ち
な
ど
を
、
生
徒
を
主

語
に
し
た
学
校
の
未
来
を
と
も
に
考
え
る
仲

間
と
し
て
、
そ
の
力
を
借
り
る
こ
と
も
重
要

で
す
。
そ
う
し
た
方
た
ち
も
交
え
て
、
図
３

（
Ｐ
．６
）
な
ど
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

の
あ
り
方
を
議
論
で
き
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

佐
藤
　
多
く
の
高
校
が
小
規
模
化
し
、
生
徒

数
も
教
師
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
学
校

の
業
務
は
減
ら
ず
、
新
し
い
課
題
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
教
育
力
の
向
上
は
、
学
校
だ
け

で
取
り
組
む
に
は
限
界
が
あ
り
、
外
部
と
の

協
働
が
一
層
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

舟
越
　
特
色
化
や
魅
力
化
の
推
進
で
は
、
自

校
の
教
育
目
標
や
育
て
た
い
生
徒
像
を
確
認

す
る
こ
と
が
そ
の
前
提
と
な
り
ま
す
。
管
理

職
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
ま
す
が
、
具
現
化
し

て
い
く
の
は
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
の
組

織
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
特
色
や
魅
力
の
あ
る

教
育
課
程
を
編
成
し
た
り
、
生
徒
に
育
み
た

い
資
質
・
能
力
を
具
体
的
な
教
科
や
授
業
に

落
と
し
込
ん
だ
り
す
る
た
め
に
は
、
管
理
職

が
各
教
科
の
学
習
内
容
を
あ
る
程
度
理
解
し

て
お
か
な
け
れ
ば
、
先
生
方
の
課
題
意
識
に

合
っ
た
指
針
は
出
せ
ま
せ
ん
。
私
も
も
っ
と

勉
強
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に
任
せ
る
際
に

は
、
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
任
せ
る
か
が
極
め

て
重
要
で
す
。
丸
投
げ
に
も
過
干
渉
に
も
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
い
つ
ま
で

に
、
何
を
、
ど
こ
に
注
意
し
て
や
っ
て
ほ
し

い
の
か
、
要
点
を
端
的
に
言
語
化
す
る
力
が

管
理
職
に
は
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

舟
越
　
自
分
の
学
校
に
愛
着
が
あ
れ
ば
先
生

方
は
主
体
的
に
動
き
始
め
ま
す
し
、
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
管
理
職
が
先
生

方
に
任
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
佐
世
保
南

高
校
で
は
、「『
本
校
で
ど
の
よ
う
な
生
徒
を

育
成
す
る
か
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
、
そ
の

育
成
の
た
め
の
授
業
の
あ
り
方
を
、
各
教
科・

分
掌
な
ど
の
副
主
任
が
中
心
と
な
っ
て
議
論

を
し
、「
26
年
度
　
南
高
で
育
成
す
る
資
質
・

能
力
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
（
図
４
）。

学
校
の
あ
り
方
を
教
師
が
主
体
的
に
考
え
て

い
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
お
の
ず
と
特
色
や
魅

力
も
高
ま
っ
て
い
く
と
私
は
思
い
ま
す
。

青
木
　
佐
藤
先
生
か
ら
は
特
色
化
・
魅
力
化

を
け
ん
引
す
る
管
理
職
の
先
生
方
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
、
舟
越
先
生
か
ら
は
管
理
職
と
し
て

の
今
後
の
展
望
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

佐
藤
　
全
国
の
校
長
先
生
と
話
す
中
で
、
私

は
す
べ
て
の
高
校
に
特
色
・
魅
力
は
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は

学
校
内
で
現
状
を
言
語
化
し
て
共
有
す
る
こ

と
で
、
自
校
の
特
色
や
魅
力
を
捉
え
直
す
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
学
校
間
で
い
ろ
い
ろ
な

知
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
各
高
校

の
特
色
化
・
魅
力
化
が
進
む
は
ず
で
す
。
そ

し
て
、
生
徒
自
身
が
自
校
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
中
学
生
や
保
護
者
・
地
域
に
も

そ
れ
が
伝
わ
り
、
社
会
の
高
校
に
対
す
る
見

方
が
よ
り
豊
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

舟
越
　
現
任
校
の
あ
る
佐
世
保
市
は
重
工
業

が
市
の
基
幹
産
業
で
す
か
ら
、
理
系
人
材
の

育
成
は
文
理
探
究
科
を
設
置
す
る
本
校
の
使

命
の
１
つ
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
考
え
を
先
生
方
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
先
生
方
か
ら
も
本
校
を
ど
の
よ
う
に
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
か
を
聞
き
、
と
も
に
学

校
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

佐
藤
　
ど
の
高
校
に
も
、
生
徒
を
多
彩
な
学

び
や
進
路
に
導
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
校
の
こ
れ
ま
で
の
よ
さ
を
土
台
と
し
て
、

生
徒
を
主
語
に
し
た
特
色
化
・
魅
力
化
を
推

進
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
木
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「本校でどのような生徒を育成するか」プロジェクトの議論の成果図4

※学校資料を基に編集部で作成。

■本校で育成する資質・能力
• 自己を向上させる力
意志力 主体的・積極的に物事にあたり、自分の考えをもって最後までやり抜く力
徹底力 健康な心身で自分を律しつつ、当たり前のことを当たり前に行うことができる力
成長力 自分の現状を把握し調整しながら、確かな学力を培い、将来を展望する力

• 他と協力し やり遂げる力
観察力 周囲の人・環境に関心を持ち、自分以外のことを知ろうとする力
共感力 多様な考えを受け止め、他者との関係性を築きつつ、物事を俯瞰的に捉える力
協働力 自分と他者を尊重し、共に物事を成し遂げる力

• 物事を探究し 挑戦する力
洞察力 社会に対する関心を持ち、その状況を多面的に分析、考察できる力
活用力 情報等を選択・比較しながら、集団や社会のために活用していく力
創造力 既存の知識・経験を組み合わせて、新しいアイデアや解決策を生み出す力

■ 26年度の各教科における取り組み（抜粋）
• 国語科

成長力
予習・復習を重視しつつ、生徒の
学力に合わせた教材の活用と展開
をする。

共感力 班別活動における資料作成と相互
発表および相互評価を展開する。

洞察力 評論文や意見文の読解、および意
見文の作成活動を展開する。

• 地理歴史科・公民科
成長力 自主的な課題を設定し、取り組む。

協働力 共通のテーマ・課題に対し、多面
的に考察し、合意形成を図る。

洞察力

なぜその歴史的事象・社会的事象
が生じたかを考えさせる発問を行
い、発表する。時事ニュースを授
業の中で適宜動画で紹介する。

各教科における取り組みが記されている全体は、ウェブサイト『VIEW next 
ONLINE』でご覧いただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/
bkn-hs/ または右の２次元コードからアクセスしてください。

特集 どう進める？　高校の特色化・魅力化
─生徒を主語にした学校づくりに向けて
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２
０
２
２
年
、
熊
本
市
教
育
委
員
会
（
以

下
、
市
教
委
）
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
見
据

え
て
、
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
や
態
度
を
育
成

す
る
特
色
・
魅
力
あ
る
学
校
を
つ
く
る
た
め
、

必
由
館
高
校
に
「
新
た
な
普
通
教
育
を
主
と

す
る
学
科
」
を
設
置
し
、
教
科
等
横
断
的
・

探
究
的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
、
幅
広
い
進
路

選
択
に
対
応
す
る
教
育
課
程
を
編
成
す
る
基

本
方
針
を
示
し
た
（
＊
１
）。
普
通
・
国
際
・

芸
術
・
服
飾
デ
ザ
イ
ン
の
４
コ
ー
ス
を
設
置

す
る
普
通
科
で
あ
っ
た
同
校
は
そ
の
方
針
に

基
づ
き
、
新
学
科
名
や
教
育
課
程
の
検
討
を

始
め
た
と
、
佐
藤
宏こ

う

一い
ち

校
長
は
説
明
す
る
。

　「
前
年
度
の
21
年
度
に
素
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
内
容
は
必
由
館
高
校
の
こ
れ

ま
で
の
伝
統
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
懸
念
の
声
が
生
徒
や
教
職
員
、
同

窓
生
ら
か
ら
上
が
り
、
22
年
度
の
基
本
方
針

へ
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
校
内
に
お
い
て
も
、

社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
必
由
館
高
校

の
よ
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
生
徒
が
学
ぶ
内

容
を
自
ら
の
将
来
と
結
び
つ
け
て
、
主
体
的

に
学
び
に
向
か
う
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
市
教
委
と
も
協

議
を
重
ね
、
22
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
『
新

時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
推
進
事

業
』
の
採
択
校
と
し
て
、
新
し
い
普
通
科
へ

の
改
編
に
向
け
た
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
」

　
生
徒
の
希
望
進
路
や
興
味
・
関
心
が
多
様

化
す
る
中
で
、
文
系
・
理
系
を
横
断
し
た
視

点
を
持
ち
、
個
別
最
適
な
学
び
を
実
現
す
る

必
要
性
を
多
く
の
教
師
が
実
感
し
て
い
た
と

佐
藤
校
長
は
語
る
。「
何
を
教
え
る
か
」
か

ら
「
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

２
０
２
４
年
度
に
普
通
科
か
ら
文
理
総
合
探

究
科
へ
と
学
科
改
編
し
た
熊
本
県
・
熊
本
市

立
必
由
館
高
校
。
２
年
間
に
わ
た
る
検
討
で

校
内
の
教
師
の
合
意
形
成
を
図
っ
た
上
で
、

探
究
を
軸
と
す
る
文
理
融
合
的
な
学
び
の
実

現
に
向
け
て
、
探
究
学
習
を
始
め
と
し
た
す

べ
て
の
学
び
を
支
え
る
学
校
設
定
教
科
を
設

定
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
情
報
の
充
実
に
取

り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
学
年
ご
と
の
到
達
目
標

や
そ
の
達
成
に
必
要
な
３
年
間
の
指
導
を
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
落
と
し
込
み
、
教
師
間

で
共
有
。
そ
の
結
果
、
学
び
に
対
す
る
生
徒

の
主
体
性
の
向
上
や
探
究
学
習
の
進
路
選
択

へ
の
寄
与
が
、
生
徒
の
姿
や
声
か
ら
確
認
さ

れ
る
と
と
も
に
、
教
科
を
超
え
た
教
師
間
の

連
携
も
進
ん
で
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
部
長

宮
川
和
之 

み
や
が
わ
・
か
ず
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

情
報
科
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
・
研
究
部

渡
邉
竜
己 

わ
た
な
べ
・
り
ゅ
う
き

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

進
路
指
導
主
事

花
川
貴
三
子 

は
な
か
わ
・
き
み
こ

同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

英
語
科
。

教
頭森田

　勇 

も
り
た
・
い
さ
む

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

校
長佐藤

宏
一 

さ
と
う
・
こ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
・
研
究
部
長

中
島
千
晴 

な
か
し
ま
・
ち
は
る

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

音
楽
科
。

学
校
設
定
教
科
を
学
び
の
土
台
と
し
、

時
代
に
対
応
す
る
文
理
融
合
型
の

新
し
い
普
通
科
を
創
る

熊
本
県
・
熊
本
市
立
必ひ

つ
ゆ
う
か
ん

由
館
高
校

事例1
市部・公立

時
代
が
求
め
る
普
通
科
の
学
び
を

現
場
の
教
師
た
ち
が
模
索

特
色
化・
魅
力
化
の
推
進
の
背
景

＊１　熊本市教育委員会「市立高等学校・専門学校改革基本計画（必由館高等学校編）」
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24
年
度
か
ら
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
採
択

さ
れ
て
い
る
同
校
で
は
、
必
由
学
と
Ｄ
Ｘ
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
を
連
動
さ
せ
た
教

科
等
横
断
型
の
学
び
も
推
進
し
て
い
る
。

　「
必
由
学
で
身
に
つ
け
た
情
報
処
理
の
ス

キ
ル
を
生
か
し
て
、
体
育
や
部
活
動
で
生
徒

た
ち
が
撮
影
し
た
動
画
を
基
に
動
作
解
析
を

行
っ
た
り
、
探
究
学
習
の
中
で
一
流
の
ア
ス

リ
ー
ト
と
高
校
生
の
フ
ォ
ー
ム
を
重
ね
合
わ

せ
て
比
較
し
た
り
す
る
な
ど
、
数
理
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
挑
戦
す
る
生
徒
も
い
ま
す
」（
デ

ジ
タ
ル
推
進
部
長
・
宮
川
和
之
先
生
）

　
半
導
体
産
業
の
拡
大
に
伴
い
、
熊
本
県
内

の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
需
要
が
急
増
す
る
中
、

同
校
は
25
年
度
か
ら
市
教
委
や
熊
本
大
学
と

共
同
し
て
、
小
・
中
学
生
・
高
校
生
の
Ｄ
Ｘ

と
理
系
分
野
の
基
礎
・
応
用
力
の
育
成
を
目

指
す
「
み
ら
い
の
科
学
者
・
Ｄ
Ｘ
人
材
共
創

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
探
究
学
習
の
中
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

　「
地
域
の
小
・
中
学
生
が
理
系
・
デ
ジ
タ

ル
分
野
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
本
校
の
生
徒
が
教
師
役
に
な
り
、
小
・

中
学
生
を
前
に
電
子
顕
微
鏡
や
分
光
光
度
計

と
い
っ
た
機
器
を
使
っ
て
実
験
・
観
察
を
行

い
ま
す
。
本
校
の
生
徒
に
と
っ
て
も
、
大
学

や
企
業
が
持
つ
最
先
端
の
機
器
に
触
れ
る
よ

い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
・
研
究
部
・
渡
邉
竜り

ゅ
う

己き

先
生
）

　
そ
の
よ
う
に
、
同
校
の
生
徒
た
ち
は
必
由

学
で
身
に
つ
け
た
様
々
な
資
質
・
能
力
を
探

究
学
習
の
中
で
実
践
的
に
発
揮
す
る
こ
と

で
、
高
校
で
の
学
び
の
価
値
を
実
感
し
な
が

ら
教
科
の
学
び
も
深
め
て
い
る
。

か
」
へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
の
明
確
化
も
含
め
、
市
教
委

と
同
校
の
教
師
が
検
討
を
重
ね
た
。
２
年
間

に
わ
た
る
学
校
教
育
目
標
や
新
学
科
の
教
育

課
程
の
検
討
を
経
て
、
同
校
の
普
通
科
は
、

探
究
学
習
を
軸
と
す
る
文
理
融
合
の
教
育
を

特
色
と
す
る
文
理
総
合
探
究
科
（
文
理
・
芸

術
・
生
活
デ
ザ
イ
ン
の
3
コ
ー
ス
）
に
改
編

し
、
24
年
度
に
1
期
生
を
迎
え
た
。

　
市
教
委
と
同
校
の
協
議
の
上
で
決
定
し
た

新
学
科
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
現
在
の
学

校
教
育
目
標
）
は
、「
出
あ
う
　
つ
な
が
る
　

と
も
に
創
る 

〜
必
由
館
で
や
り
た
い
を
カ
タ

チ
に
〜
」。
新
し
い
教
育
課
程
の
特
徴
は
「
す

べ
て
を
統
合
的
に
学
習
す
る
」
こ
と
だ
（
図

１
）。
文
理
融
合
的
な
学
び
の
軸
と
な
る
探
究

学
習
で
は
、「
感
じ
る
探
究
」
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
市
役
所
や
企
業
等
の
ブ
ー
ス
を
生
徒

が
巡
り
、
地
域
・
社
会
課
題
に
触
れ
て
探
究

の
タ
ネ
を
見
つ
け
る
。
そ
の
後
も
各
所
と
連

携
し
な
が
ら
、
生
徒
が
地
域
の
よ
さ
や
課
題

を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、
課
題
解
決
に
必

要
な
思
考
力
を
３
年
間
を
通
し
て
育
成
す
る
。

様
々
な
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
に
出
あ
い
、

つ
な
が
り
、
課
題
を
設
定
し
探
究
す
る
中
で
、

生
徒
は
教
科
の
枠
を
超
え
て
知
識
を
結
び
つ

け
、
文
理
双
方
の
視
点
を
活
用
。
成
果
を
年

度
末
の
「
探
究
フ
ェ
ス
タ
」
で
発
表
す
る
。

　
探
究
を
軸
と
す
る
文
理
融
合
的
な
学
び
を

支
え
て
い
る
の
が
、
１・
２
年
次
で
必
修
の

学
校
設
定
教
科
・
必ひ

つ

由ゆ
う

学が
く

だ
（
図
２
）。

　「
必
由
学
は
、
コ
ア
ス
キ
ル
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
多
文
化
理
解
を
柱
と
す
る
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
は
ば
た
く

た
め
の
基
礎
力
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
週
あ
た
り
１
コ

マ
実
施
し
て
い
ま
す
。
職
業

人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
熊

本
の
課
題
に
関
す
る
デ
ー
タ

の
分
析
、
海
外
と
の
交
流
な

ど
を
通
し
て
、
探
究
学
習
は

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
教
科・

科
目
に
必
要
で
、
生
徒
が
実

社
会
に
出
て
か
ら
も
役
立
つ

資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
ま

す
」（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
・

研
究
部
長
・
中な

か

島し
ま

千
晴
先
生
）

学校設定教科・必由学で伸ばす力図２

文理総合探究科での学び図１

※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料を抜粋して掲載。

設
立
　
１
９
１
１
（
明
治
44
）年

形
態
　
全
日
制
／
文
理
総
合
探
究
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
３
０
５
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
高
知

大
、
福
岡
教
育
大
、
佐
賀
大
、
熊
本
大
、
大
分
大
、
宮
崎

大
、
鹿
児
島
大
、
北
九
州
市
立
大
、
熊
本
県
立
大
、
沖
縄

県
立
芸
術
大
な
ど
に
48
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、駒
澤
大
、

武
蔵
野
音
楽
大
、
龍
谷
大
、
福
岡
大
、
熊
本
学
園
大
、
崇

城
大
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
な
ど
に
延
べ
３
５
７
人

が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
80
人
。
就
職
７
人
。

学
校
概
要

学
校
設
定
教
科
で
、

地
域
と
連
携
し
た
探
究
学
習
を
支
え
る

具
体
的
な
取
り
組
み

特集 どう進める？　高校の特色化・魅力化
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普
通
科
改
編
ま
で
の
２
年
間
の
議
論
で
管

理
職
が
留
意
し
た
の
が
、
校
内
の
約
70
人
の

教
師
と
の
合
意
形
成
だ
。
管
理
職
・
探
究
部

長
・
教
務
主
任
な
ど
が
参
加
し
、
週
１
〜
２

回
の
頻
度
で
実
施
し
た
「
コ
ア
会
議
」
で
は
、

新
学
科
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
検
討
。
コ
ア

会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
各
コ
ー
ス
の
主
任
や
教

科
代
表
者
な
ど
を
加
え
た
約
20
人
が
参
加

し
、
月
１
〜
２
回
の
頻
度
で
実
施
し
た
「
学

校
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
で
は
、
学

校
設
定
教
科
・
科
目
の
研
究
な
ど
を
行
い
な

が
ら
、
各
教
科
・
分
掌
に
議
論
の
進
捗
を
共

有
し
た
。
森
田
勇い

さ
む

教
頭
は
「
会
議
は
情
報
共

有
の
場
で
あ
り
、
教
科
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
っ
た
」
と
語
る
。

　「
会
議
で
は
、
教
科
・
分
掌
を
超
え
て
先

生
方
が
率
直
に
自
分
の
考
え
や
思
い
を
語
り

合
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
少
人
数
の
話
し
合
い
は
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
先
生
に
そ
の
様
子
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
会
議
室
で
は
な
く
、
あ
え
て

職
員
室
内
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
そ
う
し
て
編
成
さ
れ
た
教
育
課
程
の
実
施

を
経
た
24
年
度
と
25
年
度
に
、
卒
業
を
間
近

に
控
え
た
3
年
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
総
合
的
な
探
究

の
時
間
を
始
め
と
す
る
探
究
学
習
が
「
自
分

の
進
路
に
大
き
く
影
響
し
た
」「
将
来
、
社

会
に
出
て
い
く
上
で
役
に
立
つ
と
思
う
」
と

答
え
た
生
徒
の
割
合
は
い
ず
れ
も
90
％
に
上

っ
た
。
校
内
で
開
放
さ
れ
て
い
る
最
先
端
の

設
備
を
整
え
た
「
デ
ジ
タ
ル
探
究
室
」
に
自

主
的
に
集
ま
り
、
創
作
活
動
や
探
究
学
習
に

取
り
組
む
な
ど
、
主
体
的
に
探
究
学
習
の
問

い
を
立
て
、
課
題
に
取
り
組
む
生
徒
も
増
え
、

教
師
た
ち
は
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
問
題
解
決
に
向
か
う
際
の
生
徒

の
強
み
や
行
動
特
性
を
把
握
す
る
た
め
に
、

25
年
度
に
は
１・
２
年
生
が
ベ
ネ
ッ
セ
の

「G
PS-Academ

ic

（
＊
２
）」
を
受
検
し
た
。

　「
本
校
の
生
徒
の
強
み
で
あ
る
協
働
的
思

考
力
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
、『G

PS-
Academ

ic
』
の
受
検
結
果
で
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
必
由
学
で
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル

を
生
か
し
た
探
究
学
習
を
通
し
て
、
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
が
生
徒
に
育
ま
れ
て
い
る

の
か
を
検
証
し
、
生
徒
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
生
か
せ
る
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
進
路
指
導

主
事
・
花
川
貴き

三み

子こ

先
生
）

　
生
徒
の
変
容
を
起
点
に
し
た
自
校
の
特
色

化
や
魅
力
化
を
追
求
し
続
け
る
た
め
、
26
年

度
に
は
学
年
ご
と
の
到
達
目
標
や
そ
の
達
成

に
必
要
な
探
究
学
習
な
ど
の
流
れ
を
明
確
化

し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
図
３
）
を
完
成

さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
必
由
学
で
は
い
つ
、

何
を
学
ん
で
い
る
の
か
、
身
に
つ
け
た
ス
キ

ル
を
各
教
科
の
授
業
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
生

か
せ
そ
う
か
、
す
べ
て
の
教
師
が
考
え
や
す

く
な
っ
た
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
見
た
教

師
か
ら
、「
各
教
科
で
協
働
的
な
学
習
が
本

格
化
す
る
時
期
を
考
慮
す
る
と
、
人
間
関
係

の
構
築
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
必
由

学
の
授
業
は
、
も
う
少
し
早
く
実
施
し
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
声
が
上

が
り
、
教
科
や
分
掌
を
超
え
た
指
導
改
善
に

つ
な
が
る
意
見
交
換
が
早
速
行
わ
れ
た
。

　
佐
藤
校
長
が
大
切
に
す
る
の
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
示
し
つ
つ
、
教
師
の
挑
戦
を
支

え
る
こ
と
だ
。

　「
必
由
学
は
、
導
入
後
2
年
間
は
有
志
の

5
人
の
教
師
が
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

指
導
計
画
を
立
案
し
、
授
業
を
担
当
し
ま
し

た
。
3
年
目
と
な
る
26
年
度
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
な
が
ら
、
約
70

人
の
教
師
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
チ

ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
形
式
を
取
り
入
れ
、
各

教
師
に
は
、
必
由
学
で
生
徒
が
身
に
つ
け
る

ス
キ
ル
の
う
ち
、
自
分
が
得
意
と
す
る
も
の

を
踏
ま
え
て
担
当
す
る
授
業
を
選
ん
で
も
ら

う
な
ど
、
先
生
方
が
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　
文
理
や
教
科
、
さ
ら
に
学
校
の
枠
を
超
え

て
地
域
と
連
携
し
た
学
び
を
実
現
し
た
必
由

館
高
校
。
生
徒
た
ち
が
感
じ
て
い
る
自
校
の

学
び
の
価
値
を
、
同
校
の
教
師
た
ち
も
確
か

に
感
じ
取
っ
て
い
る
。

総合的な探究の時間、必由学、情報、キャリア教育
をつなげる３年間のグランドデザイン（抜粋）

図3

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

２
年
生

キ
ャ
リ
ア
教
育

　

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

・
Ｌ
Ｈ
Ｒ

スタディー
サポート

コース選択
のための
進路探究

コース選択
のための
進路講演会

GPS-
Academic

進研模試
（７月記述）

外部模試
（記述）

総
合
的
な

探
究
の
時
間

必
由
学
Ⅱ

（
ス
キ
ル
）

情
報
Ⅰ

③個人探究（コースに分かれて探究を行う）③個人探究（コースに分かれて探究を行う）

【問いの設定】
スキル D、I

I：自己の現状を客
観的に分析し、計
画を立てる
SWOT分 析・学 習
理論

F：【知識】知的財産権（著作権）、個人情報、情報セキュリティ、
情報モラルなど

J：思考の可視化・事象
の多角的分析・データ
収集を実践する
Visible Thinking・多文
化比較・アンケート設計

K： 質問力の向上・多文化の
課題解決・データに基づく提
案を行う
質問力・在留外国人の課題・

【情報収集（フィールドワーク、外部講師の活用など）】
スキル B、C、E

※学校資料を基に編集部で作成。総合的な探究の時間に書かれている「スキル」は、
必由学で身につけるもので、具体的にどのスキルを用いるのかが明示されている。

【学年テーマ：夢を持とう !!】自己の興味・関心に基づく問いを深め、将
来像を明確にするとともに、その実現に必要な論理的・批判的思考力や情
報活用能力を育成する。探究活動や地域連携、発表の機会を通して、実社
会とつながりながらキャリアビジョンを具体化する。
【手立ての重点】• 校内外での発表機会の充実　• 地域（市役所等）との
連携による社会との接続　• キャリアビジョンの明確化と設計

議
論
の
進
捗
・
内
容
を
丁
寧
に
共
有
し
、

目
指
す
教
育
の
形
を
可
視
化

特
色
化・
魅
力
化
の
推
進
の
ポ
イ
ン
ト

＊2　ベネッセが提供する、「思考力」「姿勢・態度」「経験」の３つの観点から、問題発見・解決する力を測定し、生徒一人ひとりの「強み」を明らかにするアセスメント。

グランドデザイン全 体は、ウェブサイト『VIEW next 
ONLINE』でご 覧いただけます。https://view-next.
benesse.jp/view/cat/bkn-hs/ または右の２次元コー
ドからアクセスしてください。
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２
０
２
７
年
度
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
大
阪
府
・
私
立
大
阪
高
校
は
、
創
立
当

時
の
社
会
課
題
の
１
つ
だ
っ
た
学
校
不
足
を

解
消
す
べ
く
、「
弱
き
も
の
を
扶た

す

け
る
」
と

い
う
理
念
の
下
で
開
校
さ
れ
た
旧
制
中
学
校

を
前
身
と
す
る
。「
知
育
、
徳
育
、
体
育
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
全
人
教
育
」
を
建
学
の

精
神
に
掲
げ
、
幅
広
く
生
徒
を
受
け
入
れ
、

一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
第
一
に
考
え
る
教
育

を
実
践
し
て
き
た
。
平
野
宏こ

う

太た

校
長
は
自
校

の
文
化
を
こ
う
語
る
。

　「
本
校
は
創
立
以
来
、
進
学
実
績
に
重
点

を
置
く
教
育
と
は
一
定
の
距
離
を
取
り
、
全

人
教
育
を
基
本
と
し
て
き
ま
し
た
。
入
学
者

は
中
学
校
時
代
の
学
力
が
中
位
層
だ
っ
た
生

徒
が
中
心
で
、
や
り
た
い
こ
と
が
ま
だ
明
確

で
は
な
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
生
徒
が
本
校
で
力
を
伸
ば
し
、
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
、
希
望
進
路
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
教
師
が
寄
り
添
う
、
そ
の
面
倒

見
の
よ
さ
が
学
校
文
化
と
し
て
根
づ
い
て
い

ま
す
」

　
し
か
し
同
校
は
23
年
前
、
深
刻
な
定
員
割

れ
を
起
こ
し
、
学
校
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
に
陥
っ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
や

制
服
の
刷
新
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
、

08
年
度
に
は
男
子
校
か
ら
共
学
化
。
そ
う
し

て
定
員
割
れ
は
解
消
さ
れ
た
が
、
以
降
も
自

校
の
特
色
を
模
索
し
続
け
た
と
、
北
村
恭や

す
た
か崇

教
頭
は
説
明
す
る
。

　「
と
に
か
く
入
学
し
た
生
徒
が
大
き
く
成

長
し
て
卒
業
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
、
必
死

に
教
育
活
動
を
改
善
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

何
が
生
徒
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
は

23
年
前
の
深
刻
な
定
員
割
れ
を
機
に
、
教
育

活
動
の
改
革
を
推
進
し
て
き
た
大
阪
府
・
私

立
大
阪
高
校
。
様
々
な
試
行
錯
誤
の
根
底
に

は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る「
知
育
、
徳
育
、
体

育
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
全
人
教
育
」
に
基

づ
き
、「
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
の
た
め
に
」

尽
く
す
学
校
文
化
が
あ
っ
た
。
２
０
２
０
年

度
か
ら
は
目
指
す
生
徒
像
に
「
主
体
的
に
行

動
す
る
〝
オ
モ
ロ
イ
〟
18
歳
」
を
掲
げ
、
生

徒
主
体
の
多
彩
な
活
動
を
展
開
。
生
徒
が
企

画
・
運
営
を
担
う
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
や
、

身
の
回
り
の
科
学
に
関
す
る
事
象
を
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
に
ま
と
め
て
他
者
に
説
明
す
る
こ

と
を
通
じ
て
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
を
社
会
に
広

め
て
い
く
活
動
で
あ
る
「
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
、
独
自
の
取
り
組
み
が
定
着
し
、
現
在

で
は
そ
れ
ら
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
に
入

学
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

文
理
特
進
コ
ー
ス
長

石
丸
雄
基 

い
し
ま
る
・
ゆ
う
き

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

理
科
（
化
学
）。

入
試
広
報
部
部
長

辻
　晃
子 

つ
じ
・
あ
き
こ

同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。

３
学
年
副
主
任
。
理
科
（
生
物
）。

教
頭北村

恭
崇 

き
た
む
ら
・
や
す
た
か

同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。

校
長平野

宏
太 

ひ
ら
の
・
こ
う
た

同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。

１
学
年
主
任

宮
本

　聡 

み
や
も
と
・
さ
と
し

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

国
語
科
。

設
立
　
１
９
２
７
（
昭
和
２
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
６
０
０
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
島
根

大
、
北
九
州
市
立
大
に
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央

大
、
日
本
大
、
京
都
産
業
大
、
京
都
女
子
大
、
同
志
社
女

子
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
大
和

大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、
武
庫
川
女
子
大
な
ど
に
延

べ
４
９
１
人
が
合
格
。
海
外
大
は
、１
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
１
６
５
人
。
就
職
20
人
。

学
校
概
要

暗
黙
知
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た

全
人
教
育
の
文
化
を
言
語
化
。

教
師
と
生
徒
の
共
通
の
指
針
に

大
阪
府
・
私
立
大
阪
高
校

事例2
市部・私立

深
刻
な
定
員
割
れ
を
機
に
、

魅
力
的
な
教
育
活
動
を
模
索

特
色
化・
魅
力
化
の
推
進
の
背
景
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ひ
と
り
の
成
長
の
た
め
に
』
と
い
う
軸
が
あ

り
、
活
動
を
経
て
成
長
し
て
い
く
生
徒
の
姿

も
実
際
に
見
て
き
ま
し
た
。
暗
黙
知
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
創
立
の
理
念
や
建
学
の

精
神
を
今
の
言
葉
に
表
現
し
た
の
が
『
主
体

的
に
行
動
す
る〝
オ
モ
ロ
イ
〟18
歳
』で
あ
り
、

生
徒
の
具
体
的
な
姿
か
ら
本
校
の
特
色
が
明

確
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」（
北
村
教
頭
）

　
同
校
で
は
現
在
、「
主
体
的
に
行
動
す
る

〝
オ
モ
ロ
イ
〟18
歳
」
の
育
成
に
向
け
、
生
徒

が
関
心
を
広
げ
、
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
（
図
１
）。

　
有
志
の
生
徒
が
学
校
の
魅
力
を
発
信
す
る

活
動
も
同
校
の
特
色
の
１
つ
で
、
具
体
的
に

は
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
Ｏ
Ｓ
）
の

企
画
・
運
営
を
行
う
「
Ｏ
Ｓ
委
員
会
」
と
広

報
活
動
を
行
う「
Ｐ
Ｒ
委
員
会
」が
あ
る（
図

２
）。
Ｏ
Ｓ
委
員
会
は
、
Ｏ
Ｓ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
・
運
営
、
会
場
の
設
営
や
受
け
付

け
な
ど
、
全
工
程
を
担
う
。
入
試
広
報
部
部

長
の
辻
晃あ

き

子こ

先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
私
が
Ｏ
Ｓ
の
準
備
を
し
て
い
た
際
、
何

か
や
り
た
そ
う
に
し
て
い
た
生
徒
に
『
手
伝

う
？
』
と
声
を
か
け
た
の
が
、
Ｏ
Ｓ
委
員
会

発
足
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
部
活
動
の
リ
レ

ー
紹
介
や
生
徒
が
講
師
と
な
る
探
究
学
習
の

模
擬
授
業
な
ど
、
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

言
葉
で
本
校
で
の
経
験
を
熱
心
に
語
る
姿
は

『
主
体
的
に
行
動
す
る
〝
オ
モ
ロ
イ
〟
18
歳
』

そ
の
も
の
で
、
そ
う
し
た
生
徒
の
姿
を
通
じ

て
本
校
の
魅
力
が
中
学
生
や
保
護
者
に
十
分

伝
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
委
員
長
と
副
委
員
長
に
は
数
十
人
も
の
生

徒
が
立
候
補
す
る
。
生
徒
は
立
候
補
の
理
由

な
ど
を
記
し
た「
熱
血
志
望
シ
ー
ト
」を
提
出

し
、入
試
広
報
部
が
そ
れ
を
基
に
選
考
す
る
。

　「『
Ｏ
Ｓ
委
員
会
の
活
動
が
そ
の
生
徒
の
成

長
の
機
会
と
し
て
最
適
か
』
と
い
う
視
点
で

部
内
で
議
論
し
、
選
考
し
て
い
ま
す
。
選
ば

れ
な
か
っ
た
生
徒
に
は
理
由
を
丁
寧
に
説
明

し
て
、
前
向
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な
が
る

よ
う
に
対
話
を
重
ね
ま
す
」（
辻
先
生
）

　
生
徒
が
科
学
と
日
常
生
活
と
の
か
か
わ
り

な
ど
を
学
び
、
そ
の
内
容
を
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

曖あ
い
ま
い昧

で
、
教
師
自
身
が
自
校
の
特
色
を
明
言

で
き
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
」

　「
ユ
ニ
ー
ク
な
進
学
校
」「
あ
っ
た
か
い
学

校
」
と
い
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
打
ち
出

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
自
校
の
本
質
を
表

現
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
定
着
し
な
か

っ
た
。
進
学
実
績
を
重
視
す
る
方
針
へ
の
転

換
も
議
論
さ
れ
た
が
、
創
立
以
来
の
方
針
を

貫
き
、
結
果
的
に
そ
の
道
は
選
ば
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
考
え
る
際
の
参
考
に
す
る
た
め
、
京
都

府
・
京
都
市
立
堀
川
高
校
を
20
年
度
に
視
察
。

同
校
の
最
高
目
標
「『
自
立
す
る
18
歳
』
の

育
成
」
に
着
想
を
得
て
、
当
時
教
頭
だ
っ
た

平
野
校
長
が
、
目
指
す
生
徒
像
と
し
て
「
主

体
的
に
行
動
す
る
〝
オ
モ
ロ
イ
〟
18
歳
」
を

当
時
の
校
長
に
提
案
し
た
。

　「
一
見
積
極
的
で
は
な
い
生
徒
も
、
心
の

中
で
は
『
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
』
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
徒
が
自
分
で
課
題
を

見
つ
け
、
動
き
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
か
ら
『
主
体
的
に
』
と
い
う

言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、『
オ
モ
ロ
イ
』

と
い
う
言
葉
は
、
本
校
で
は
心
理
学
者
の

河か
わ
い合
隼は

や

雄お

氏
の
著
書
で
の
説
明
を
土
台
と
し

て
、『
人
の
心
や
身
体
を
動
か
す
よ
う
な
』
と

解
釈
し
て
お
り
、『
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
協
働

で
き
る
』
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
」

　
提
案
は
承
認
さ
れ
、
そ
の
目
指
す
生
徒
像

は
学
内
外
で
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、「
主
体
的
に
行
動
す
る
〝
オ
モ
ロ

イ
〟
18
歳
」
の
視
点
で
校
内
を
見
た
と
こ
ろ
、

そ
の
育
成
に
つ
な
が
る
活
動
が
い
く
つ
も
あ

る
こ
と
に
同
校
の
教
師
は
気
が
つ
い
た
。

　「
本
校
は
実
に
様
々
な
挑
戦
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
根
底
に
は
常
に
『
生
徒
一
人

ＰＲ委員会：2019年度〜

学校の魅力を発信する生徒の活動図２

「主体的に行動する“オモロイ”18歳」の
育成に向けた活動（例）

図１

夏期・春期
講座

教師が担当教科に加えて、趣味や勉強中
の分野をテーマにした講座を開講。心理
学やボクササイズなど、テーマは多彩で、
年間約100 講座を開講。

CHOLAゼミ
（コラゼミ）

大学や専門学校、企業と連携して、様々
な分野の学びに取り組む放課後講座（全
３回）。年間約20 講座を開講。

オホーツク学

東京農業大学と連携したプログラムで、
オホーツクの自然や地域資源について現
地に赴いて学び、日本の農学の未来や
地域創生について考える。

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

オープンスクール（Ｏ
Ｓ）や学校説明会の企
画・運営を担う委員会
で、生徒は立候補して
委員となる。委員長・
副委員長の立候補者
は、立候補の理由や行
いたい企画などを「熱
血志望シート」という用紙に1,000字以内で記入し、入
試広報部に提出する。同部の教師の入念な選考によって決
定した委員長、副委員長は様々な企画を立て、委員に提案。
委員はそれぞれ自分がやりたい企画に参加し、当日の運営
まで担当する。25年度は委員長３人、副委員長10人で、
約170人の生徒が委員として参加した。

生徒目線での学校の魅力の発信
を目的に、広告会社と連携して
パンフレットやポスター、ＯＳ
で配布するグッズなどを制作す
る。パンフレットなどに使う写
真も委員の生徒が撮影。バスの
車体広告（ラッピングバス）の
デザインにも挑戦した。委員に
は立候補してなり、25年度は約
40人の生徒が参加。

ＰＲ委員会が作成した
27年度入試ポスター。

ＯＳでは生徒が発案した企画が
実施される。

ＯＳ委員会（オープンスクール企画運営委員会）：2017年度〜

様
々
な
経
験
か
ら
関
心
を
広
げ
、

や
り
た
い
こ
と
を
見
い
だ
す

具
体
的
な
取
り
組
み
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ク
に
ま
と
め
て
発
信
す
る「
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」も
同
校
の
特
色
あ
る
活
動
の
１
つ
だ（
図

３
）。
同
活
動
で
は
、
文
理
の
枠
組
み
を
超
え

て
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
つ
社
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

担
当
す
る
１
学
年
主
任
の
宮
本
聡さ

と
し

先
生
は
同

活
動
を
通
じ
た
生
徒
の
変
化
を
こ
う
語
る
。

　「
小
学
校
で
の
出
前
授
業
で
は
、
生
徒
が

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
自
分
の
言
葉
で

学
ん
だ
こ
と
を
語
る
と
、
小
学
生
は
『
楽
し

か
っ
た
！
』『
分
か
り
や
す
か
っ
た
！
』
な

ど
と
言
い
な
が
ら
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
そ
こ
で
う
れ
し
さ
や
や
り
が
い
を
感
じ

た
生
徒
は
、
う
ま
く
説
明
で
き
な
か
っ
た
部

分
を
調
べ
直
し
た
り
、
生
徒
同
士
で
構
成
を

議
論
し
た
り
す
る
な
ど
、
自
走
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
生
き
生
き
し
た

生
徒
の
姿
を
見
た
他
の
生
徒
が
同
活
動
に
参

加
す
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
時
に
は
準
備
不
足
の
ま
ま
本
番
を
迎
え

る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
教
師
は
口
出
し
し
ま

せ
ん
。
周
り
の
生
徒
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の

内
容
を
見
て『
ま
ず
い
』と
気
が
つ
き
、
ど
う

に
か
対
処
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
も
貴
重
な

経
験
だ
と
私
た
ち
教
師
は
捉
え
て
い
ま
す
」

　
最
初
は
学
校
が
用
意
し
た
場
で
も
、
経
験

を
重
ね
る
中
で
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
れ
ば
、
生
徒
は
自
分
で
前
に
進
ん
で
い

く
。
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
こ
そ
が
自
校
の

強
み
だ
と
、
平
野
校
長
は
語
る
。

　「
入
学
前
に
ま
だ
明
確
な
目
標
が
な
く
て

も
、
本
校
の
多
彩
な
活
動
を
通
じ
て
関
心
を

広
げ
た
り
、
刺
激
を
受
け
て
学
ん
だ
り
す
る

中
で
目
標
を
見
い
だ
せ
ば
よ
い
の
で
す
。
そ

れ
が
多
様
な
人
が
集
ま
る
学
校
教
育
の
価
値

で
あ
り
、
本
校
が
『
全
日
制
普
通
科
の
魅
力

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
』
を
目
指
す
学
校
像

に
掲
げ
て
い
る
理
由
で
も
あ
り
ま
す
」

　
同
校
は
、「
学
校
で
起
こ
る
こ
と
は
す
べ

て
生
徒
の
成
長
の
材
料
で
あ
る
」
と
捉
え
て

い
る
。
生
徒
を
「
個
」
で
見
て
、
仮
に
問
題

が
生
じ
て
も
、
そ
れ
を
成
長
の
機
会
に
変
え

ら
れ
る
よ
う
な
支
援
を
徹
底
し
て
い
る
。
そ

の
受
容
と
寛
容
の
姿
勢
は
教
師
に
対
し
て
も

同
様
で
、
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る
挑
戦
を

応
援
す
る
文
化
が
校
内
に
根
づ
い
て
い
る
。

文
理
特
進
コ
ー
ス
長
の
石
丸
雄ゆ

う

基き

先
生
は
、

同
コ
ー
ス
の
生
徒
が
学
年
や
ク
ラ
ス
の
枠
を

超
え
、
個
々
の
強
み
や
個
性
を
生
か
し
て
切

磋
琢
磨
す
る
コ
ー
ス
づ
く
り
に
挑
戦
中
だ
。

　「
ま
ず
は
生
徒
た
ち
が
相
互
理
解
を
深
め

る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
、
初
回
は
気
ま
ず
い

雰
囲
気
が
生
じ
る
こ
と
を
承
知
で
、
異
学
年

で
対
話
を
す
る
場
を
設
け
ま
し
た
。
目
指
す

コ
ー
ス
づ
く
り
の
実
現
ま
で
は
長
い
道
の
り

で
す
が
、
先
生
方
も
賛
同
し
て
く
れ
た
た
め
、

実
践
に
踏
み
切
れ
ま
し
た
」（
石
丸
先
生
）　

　
平
野
校
長
は
制
度
改
革
を
行
い
、
自
ら
の

背
中
を
見
せ
て
、
現
場
を
け
ん
引
し
て
い
る
。

　「
26
年
度
か
ら
週
５
日
制
に
変
更
し
、
生

徒
に
時
間
を
返
し
ま
し
た
。
私
は
『
責
任
と

権
限
は
現
場
に
あ
る
』『
生
徒
や
保
護
者
に

説
明
責
任
を
果
た
せ
ば
、
結
果
と
し
て
失
敗

し
て
も
、
管
理
職
が
責
任
を
取
る
』
と
公
言

し
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
挑
戦
し
続
け
る
と

と
も
に
、
先
生
方
の
挑
戦
を
評
価
す
る
の
で

は
な
く
、
生
徒
の
成
長
へ
向
け
て
同
じ
目
線

で
助
言
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
同
校
は
学
校
を
社
会
に
開
く
こ
と
も
大
切

に
し
て
い
る
。
社
会
の
中
で
相
対
化
す
る
こ

と
で
自
校
の
価
値
が
よ
り
明
確
に
な
る
た
め

だ
。そ
れ
を
校
内
で
共
有
し
、同
じ
方
向
を
向

い
た
学
校
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
る
。
石
丸

先
生
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
思
い
を
語
る
。

　「
各
校
が
独
自
に
魅
力
化
を
図
り
、
社
会

に
発
信
す
る
こ
と
は
、
生
徒
を
社
会
全
体
で

支
え
る
と
い
う
思
い
の
共
有
や
、
社
会
の
教

育
全
体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
広
い
視
野
で
コ
ー
ス
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
同
校
は
多
彩
な
活
動
を
推
進
す
る

上
で
、
各
活
動
が
属
人
化
し
な
い
よ
う
に
留

意
し
て
い
る
。
立
ち
上
げ
時
は
特
定
の
教
師

が
中
心
と
な
っ
て
動
い
た
と
し
て
も
、
活
動

が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
段
階
で
い
ず
れ
か
の

校
務
分
掌
が
担
当
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
生
徒
か
ら
は『
自
分
が
変
わ
れ
た
』『
挑
戦

す
る
勇
気
を
持
て
た
』
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
す
。
Ｏ
Ｓ
委
員
会
や
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
に
入
学
し
て
く
る

生
徒
も
増
え
ま
し
た
。
現
在
は
特
別
活
動
が

本
校
の
特
色
・
魅
力
の
中
心
で
す
が
、
授
業

の
魅
力
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も『
主
体
的
に
行
動
す
る〝
オ
モ
ロ
イ
〟

18
歳
』
を
育
成
す
る
学
校
づ
く
り
に
ま
い
進

し
て
い
き
ま
す
」（
北
村
教
頭
）

Ｎプロジェクト：2023年度〜
　同校の卒業生である京都大学複合原子力科学研究所
の中村秀仁助教と同校の教師との対話の中で、文理の
枠組みを超えて、生徒に科学へのワクワク感や科学リ
テラシーを持ってほしいという共通の思いが確認され
たことから始まったプロジェクト。生徒は化学や地学、
家庭科の授業、夏期特別講座などで、放射線やエネル
ギーといった社会的に重要なテーマについて学び、そ
の内容をスケッチブックに手書きでまとめ、小・中学
校での出前授業（写真上）や地域のイベントなどの場
で小・中学生や市民に向けて説明する。参加は希望制
で、イベントごとに募っ
ており、ある小学校での
出前授業には約 100人
が参加した。
　25年の大阪・関西万
博では、文部科学省の
ブースに出展して、来場
者に「科学のワクワク」
を伝えた（写真中）。世
界各国から人々が来場す
るため、158 か国語の
スケッチブックを用意
（写真下）。約 450人の
生徒（うち文系の生徒が
65％）が交代でブース
に立ち、６日間で約１万
人と対話した。

生徒主体の外部発信の活動図３

※学校資料を基に編集部で作成。

受
容
と
寛
容
の
姿
勢
で

教
師
の
挑
戦
を
後
押
し

特
色
化・
魅
力
化
の
推
進
の
ポ
イ
ン
ト
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岩
手
県
立
葛
巻
高
校
は
２
０
０
２
年
度
よ

り
、
同
校
が
所
在
す
る
葛
巻
町
内
の
３
つ
の

町
立
中
学
校
と
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
数
学
、
英
語

を
中
心
と
す
る
全
教
科
に
お
け
る
授
業
交
流

や
部
活
動
交
流
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
特

色
あ
る
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
岩
手
県
で
は
少
子
化
に
伴
う
生
徒
数
の
長

期
的
な
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
近
年
、

公
立
高
校
の
学
級
減
や
統
廃
合
な
ど
の
再
編

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

葛
巻
高
校
を
唯
一
の
高
校
と
し
て
擁
す
る
葛

巻
町
は
、
同
校
が
1
学
年
2
学
級
を
維
持
し
、

教
員
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
中

高
一
貫
教
育
を
含
む
町
の
教
育
の
持
続
可
能

性
は
高
ま
る
と
考
え
、
生
徒
募
集
の
一
環
と

し
て
「
く
ず
ま
き
山
村
留
学
」
を
15
年
度
に

県
内
で
初
め
て
導
入
。
寄
宿
舎
の
整
備
や
町

営
学
習
塾
の
無
料
開
放
と
い
っ
た
、
葛
巻
町

に
よ
る
留
学
生
へ
の
経
済
的
な
支
援
も
あ

り
、
同
制
度
導
入
以
降
、
山
村
留
学
で
同
校

に
入
学
し
た
生
徒
数
は
26
年
度
に
１
０
０
人

を
突
破
し
た
。

　
菊
地
健
校
長
は
「
本
校
の
特
色
は
葛
巻
町

唯
一
の
高
校
と
し
て
地
域
に
大
切
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
、
生
徒
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
展
望
で

き
る
学
校
を
つ
く
る
こ
と
が
本
校
に
期
待
さ

れ
る
役
割
だ
」
と
語
る
。

　「
高
校
等
へ
の
進
学
率
が
約
99
％
に
達
し
、

生
徒
の
興
味
・
関
心
、
希
望
進
路
な
ど
が
多

様
化
し
て
い
る
現
在
は
、
い
ず
れ
の
高
校
に

も
、
自
校
に
進
学
す
る
と
ど
の
よ
う
な
資
質・

能
力
が
身
に
つ
き
、
人
生
の
可
能
性
が
開
か

れ
る
の
か
を
、
生
徒
や
保
護
者
に
示
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
の
資
源
や
課
題

を
題
材
に
し
た
学
び
を
町
の
人
た
ち
と
と
も

に
体
験
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
つ

つ
、
そ
う
し
た
町
で
の
学
び
を
通
し
て
育
っ

た
生
徒
の
姿
を
校
外
に
伝
え
る
こ
と
で
、
葛

巻
高
校
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
『
葛
巻
町
に

葛
巻
高
校
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
』『
我

地
元
自
治
体
の
強
力
な
支
援
の
下
、
連
携
型

の
中
高
一
貫
教
育
や
「
山
村
留
学
」
の
実
施

に
よ
る
県
内
外
か
ら
の
生
徒
募
集
な
ど
に
早

く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
岩
手
県
立
葛
巻
高

校
。
葛
巻
町
唯
一
の
高
校
と
し
て
、
同
町
な

ら
で
は
の
資
源
や
課
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
探

究
学
習
を
構
築
し
て
き
た
。「
町
全
体
で
人

を
育
て
る
」
と
い
う
考
え
が
根
づ
く
同
町
は
、

探
究
学
習
に
お
い
て
高
校
生
が
試
行
錯
誤
す

る
プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
学
び
が
あ
る
と
い
う
同

校
の
考
え
に
共
感
。
同
校
の
探
究
学
習
に
は

町
役
場
の
職
員
を
始
め
と
す
る
地
域
の
人
た

ち
が
多
く
か
か
わ
る
。
地
域
か
ら
は
生
徒
が

よ
く
育
ち
、
多
様
な
進
路
を
実
現
で
き
る
高

校
と
し
て
評
価
さ
れ
、
山
村
留
学
に
よ
り
同

校
を
卒
業
し
た
生
徒
た
ち
が
、
大
学
を
経
て

社
会
人
と
し
て
再
び
同
町
に
戻
っ
て
く
る
事

例
も
複
数
生
ま
れ
て
い
る
。

教
務
図
書
情
報
部

一
ノ
渡
靖
彦 

い
ち
の
わ
た
り
・
や
す
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

保
健
体
育
科
。

教
務
図
書
情
報
部

畠
山
幸
治 

は
た
け
や
ま
・
こ
う
じ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

理
科
（
化
学
）。

校
長菊地

　健 

き
く
ち
・
け
ん

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

設
立
　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
40
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
山
形

大
、
茨
城
大
、
宇
都
宮
大
、
釧
路
公
立
大
、
東
北
公
益
文

科
大
、
高
崎
経
済
大
に
延
べ
７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

盛
岡
大
、
東
北
学
院
大
、
宮
城
学
院
女
子
大
、
東
北
芸
術

工
科
大
、
中
央
学
院
大
、
大
正
大
、
東
京
国
際
大
に
延
べ

８
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
15
人
。
就
職
12
人
。

学
校
概
要

地
域
資
源
・
課
題
を
テ
ー
マ
と
す
る

プ
ロ
セ
ス
重
視
の
探
究
学
習
を
、

町
役
場
と
連
携
し
て
進
め
る

岩
手
県
立
葛く

ず

巻ま
き

高
校

事例3
郡部・公立

町
唯
一
の
高
校
と
し
て
の
特
色
を

生
か
し
た
学
校
を
目
指
す

特
色
化・
魅
力
化
の
推
進
の
背
景
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様
々
な
背
景
を
持
つ
生
徒
た
ち
と
長
年
接
す

る
中
で
、
本
校
の
教
師
、
そ
し
て
町
の
人
た

ち
の
中
に
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
意
見
を
受

け
止
め
る
土
壌
が
よ
り
豊
か
に
育
ま
れ
て
い

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実
際
、
本
校
の
生

徒
は
探
究
学
習
を
通
じ
て
町
の
魅
力
化
に
つ

な
が
る
様
々
な
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
生
徒
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
町

役
場
の
人
た
ち
は
『
そ
れ
、
面
白
い
ね
』『
一

緒
に
や
れ
る
か
考
え
て
み
よ
う
か
』
な
ど
と
、

常
に
肯
定
的
に
生
徒
に

向
き
合
っ
て
く
れ
ま

す
」

　
同
校
の
教
師
た
ち
は

生
徒
の
探
究
学
習
に
伴

走
す
る
が
、
町
役
場
を

始
め
と
す
る
地
域
の
人

た
ち
と
の
や
り
取
り
は

多
く
の
場
合
、
教
師
を

介
さ
ず
、
生
徒
が
直
接

行
っ
て
い
る
。

　「
外
部
の
方
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
も
生
徒

は
自
分
た
ち
で
設
定
し

ま
す
し
、
校
外
活
動
の

実
施
要
項
は
生
徒
が
作

成
し
、
起
案
し
ま
す
。

時
に
は
失
敗
し
な
が
ら

も
、
自
分
た
ち
で
何
か

を
成
し
遂
げ
る
プ
ロ
セ

ス
を
高
校
時
代
に
経
験

で
き
る
こ
と
は
、
今
後
の
進
路
や
キ
ャ
リ
ア

の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
畠
山
先
生
）

　
教
務
図
書
情
報
部
の
一い

ち

ノの

渡わ
た
り

靖
彦
先
生

は
、
成
果
以
上
に
プ
ロ
セ
ス
に
価
値
を
置
く

自
校
の
探
究
学
習
観
に
地
域
の
人
た
ち
も
共

感
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
る
と
い
う
。

　「
生
徒
の
考
え
に
は
、
詰
め
が
甘
い
部
分

も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

高
校
時
代
に
他
者
と
協
働
し
て
試
行
錯
誤
す

る
経
験
の
価
値
を
分
か
っ
て
く
れ
て
い
る
町

役
場
の
皆
さ
ん
は
、
生
徒
の
話
に
じ
っ
く
り

と
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
す
。
人
を
育
て
る
こ

と
の
大
切
さ
を
町
と
共
有
で
き
て
い
る
こ
と

は
本
校
の
大
き
な
強
み
の
１
つ
で
す
」

　
探
究
学
習
を
始
め
と
す
る
同
校
の
教
育
活

動
の
実
態
を
地
域
に
伝
え
る
こ
と
も
、
同
校

と
町
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
同
校
の
探
究
学
習
の
成
果
報
告

会
は
葛
巻
町
教
育
委
員
会
（
以
下
、
町
教

委
）
の
協
力
の
下
、
例
年
町
役
場
庁
舎
の
多

目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

時
期
に
、
約
１
週
間
に
わ
た
っ
て
庁
舎
内
の

廊
下
に
探
究
学
習
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
、
町
民
へ
の
周
知
も
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
毎
月
発
行
さ
れ
る
町
の
広
報
誌
で
も
、

が
子
を
葛
巻
高
校
に
通
わ
せ
た
い
』
と
思
え

る
価
値
の
あ
る
高
校
に
な
る
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」

　
葛
巻
町
唯
一
の
高
校
と
い
う
特
色
を
生
か

し
た
同
校
の
教
育
活
動
の
中
心
に
据
え
ら
れ

て
い
る
の
が
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
あ

る
「
葛
高
ミ
ラ
イ
ノ
カ
タ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

だ
。
同
校
の
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま

え
て
、
同
時
間
で
は
「
豊
か
な
人
間
性
」「
地

域
貢
献
心
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
・

探
究
心
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
葛

巻
町
や
地
元
企
業
、
近
隣
の
中
学
校
、
大
学

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
１・
２
年
次
は
２

単
位
、
３
年
次
は
１
単
位
で
地
域
の
魅
力
や

課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
探
究
学
習
に
取

り
組
む
（
図
１
）。

　
生
徒
が
設
定
す
る
課
題
に
は
、「
葛
巻
町
・

葛
巻
高
校
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
が
求
め

ら
れ
る
。
例
え
ば
25
年
度
の
２
年
生
は
、
葛

巻
町
と
協
働
し
て
同
町
の
特
産
品
の
１
つ
で

あ
る
「
く
ず
ま
き
鍋
」
の
新
商
品
を
開
発
し
、

町
民
祭
で
地
域
の
人
た
ち
に
振
る
舞
っ
た
。

そ
の
商
品
は
現
在
、
地
域
の
飲
食
店
で
の
販

売
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
26
年
度
は

「
酪
農
の
現
状
と
葛
巻
町
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
」
と
い
う
目
的
の
下
、
３
年
生
が
2

泊
3
日
の
酪
農
体
験
の
旅
を
地
元
の
酪
農
家

と
企
画
・
考
案
し
、
試
験
的
に
実
施
し
た
。

　
地
域
と
密
接
に
連
携
し
た
探
究
学
習
が
実

現
で
き
て
い
る
の
は
、「
町
と
学
校
が
多
様

な
生
徒
を
受
け
入
れ
、
育
て
て
き
た
歴
史
が

あ
る
か
ら
だ
」
と
、
教
務
図
書
情
報
部
の
畠

は
た
け

山や
ま

幸こ
う

治じ

先
生
は
語
る
。

　「
葛
巻
町
に
は
元
々
、『
町
全
体
で
人
を
育

て
る
』
と
い
う
考
え
が
根
づ
い
て
い
ま
し

た
が
、
山
村
留
学
で
全
国
か
ら
本
町
に
来
た

総合的な探究の時間 大綱　「葛高ミライノカタチプロジェクト」概念図図１

※学校資料をそのまま掲載。

地
域
と
強
固
に
連
携
し
た

探
究
学
習
を
推
進

具
体
的
な
取
り
組
み

目
的
に
立
ち
返
れ
る
よ
う
に

取
り
組
み
を
見
え
る
化
す
る

特
色
化・
魅
力
化
の
推
進
の
ポ
イ
ン
ト
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同
校
の
教
育
活
動
を
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て

紹
介
し
て
い
る
（
図
２
）。

　
そ
う
し
た
学
校
へ
の
か
か
わ
り
を
今
後
も

維
持
・
拡
充
し
て
も
ら
う
た
め
、
同
校
の
教

師
た
ち
は
機
会
が
あ
れ
ば
町
役
場
を
訪
問

し
、
町
教
委
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
部

局
の
職
員
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

　「
役
場
内
で
異
動
が
あ
っ
て
も
、『
学
校
の

こ
と
は
あ
の
人
に
も
相
談
で
き
る
』
と
い
っ

た
関
係
性
を
い
ろ
い
ろ
な
人
と
構
築
し
て
お

け
ば
、
教
育
活
動
の
持
続
可
能
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
校
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
い
る
人
、
本
校
と
か
か
わ
っ
た
こ

と
が
あ
る
人
を
、
１
人
で
も
多
く
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」（
畠
山
先
生
）

　「
葛
高
ミ
ラ
イ
ノ
カ
タ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

概
念
図
（
Ｐ
．15
図
１
）
を
作
成
し
た
の
も
、

こ
れ
ま
で
同
校
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を

言
語
化
す
る
こ
と
で
、
同
校
の
教
師
全
員
が

探
究
学
習
の
目
的
や
３
年
間
の
流
れ
に
つ
い

て
目
線
合
わ
せ
を
し
や
す
く
し
、
活
動
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
だ
。

　「
特
色
化
や
魅
力
化
を
意
識
し
て
と
い
う

よ
り
は
、
目
の
前
に
い
る
生
徒
に
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成

す
る
と
い
う
思
い
で
探
究
学
習
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
言
語
化

し
た
こ
と
で
、
本
校
の
特
色
や
立
ち
返
る
軸

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
会
や
教
育
環

境
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
も
教
師
も
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
概
念
図
自
体
も
、
そ
う
し
た
変

　
岩
手
県
は
２
０
２
１

年
10
月
、
各
県
立
高
校

が
特
色
・
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を
主
体
的
に

推
進
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
県
立
高
校
の
あ

り
方
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
の
例
な
ど
を
示
し
た
「
い
わ
て
の

高
校
魅
力
化
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン  

ｆ
ｏ
ｒ 

２
０
３
１
（
岩
手
県
立
高
等
学
校
に
関
す
る

ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）」
を
策
定
し
ま
し

た
。
同
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
高
校
の

特
色
や
魅
力
を
考
え
る
３
つ
の
枠
組
み
と
し

て
、「
地
域
連
携
」「
学
術
・
国
際
連
携
」「
産

学
連
携
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
各
校
は
そ
れ

ら
の
枠
組
み
を
意
識
し
た
上
で
ス
ク
ー
ル
・

ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
、
地
元
自
治
体
、
企
業
、

研
究
機
関
な
ど
の
連
携
先
と
協
働
し
な
が
ら
、

特
色
化
・
魅
力
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
生
徒
数
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な

い
中
、
26
年
４
月
に
は
、
小
・
中
学
生
と
高

校
生
か
ら
の
意
見
聴
取
や
地
域
で
の
説
明
会

な
ど
を
経
て
、「
第
３
期
県
立
高
等
学
校
再
編

計
画
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。同
計
画
で
は
、

高
校
教
育
の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
、
各
校

１
学
年
20
人
を
超
え
る
生
徒
数
は
必
要
と
し

た
上
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
１
学
年
１

学
級
の
普
通
高
校
を
「
地
域
校
」
と
し
て
位

置
づ
け
、
地
域
の
教
育
機
会
を
保
障
す
る
考

え
を
示
し
ま
し
た
。
今
後
、
本
県
内
で
も
小

規
模
校
は
増
加
し
て
い
く
見
通
し
の
た
め
、

遠
隔
教
育
や
小
規
模
校
間
で
の
生
徒
同
士
の

交
流
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
び
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
産
業
と
の
連
携
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
通
じ
て
多
様
な

学
び
と
進
路
支
援
の
実
現
を
図
り
、
教
育
の

質
の
向
上
と
機
会
の
確
保
を
両
立
さ
せ
る
方

針
で
す
。

　
特
色
化
・
魅
力
化
は
、
各
校
が
地
域
、
生

徒
の
状
況
に
応
じ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
も

の
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
そ
の
後
押
し
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
に
各
校
の
教
育
活
動
の
発
信
の
基
盤
と
な

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
整
備
は
完
了
し
、
葛
巻

高
校
な
ど
で
実
施
し
て
き
た
県
外
か
ら
の「
い

わ
て
留
学
」
も
、
18
校
が
実
施
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
各
校
の
教
師
や
生
徒

と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
岩
手
県
と
し
て
の

特
色
化
・
魅
力
化
の
取
り
組
み
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町の広報誌における葛巻高校の取り組みの紹介図２

※葛巻町『広報くずまき』（2025 年 1 月号）を抜粋して掲載。

教育委員会が考える

学
び
を
活
性
化
す
る
環
境
を
守
り
、

学
校
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援

岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
室
　高
校
改
革
課
長

田
山
健
太
郎

特色化
魅力化
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化
を
踏
ま
え
て
改
善
し
て
い
く
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
」（
一
ノ
渡
先
生
）

　
こ
う
し
た
探
究
学
習
を
継
続
し
て
き
た
結

果
、
自
ら
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

楽
し
く
、
主
体
的
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え

て
き
た
。
大
学
入
試
や
就
職
活
動
に
お
け
る

採
用
選
考
の
面
接
に
お
い
て
、
高
校
時
代
の

探
究
学
習
の
経
験
を
語
る
際
に
は
、
多
く
の

生
徒
が
成
果
で
は
な
く
、
町
の
人
た
ち
と
協

働
し
た
経
験
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
セ
ス
を
語
っ

て
い
る
。

　
生
徒
の
言
葉
で
探
究
学
習
を
発
信
す
る
場

は
、
日
常
的
に
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　「
約
60
校
の
岩
手
県
立
高
校
は
岩
手
県
教

育
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
自

校
の
教
育
活
動
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
本
校

も
探
究
学
習
の
進
捗
や
寮
生
活
の
様
子
な
ど

を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
記
事
の
４
割
程
度

は
生
徒
や
卒
業
生
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。
教

師
に
よ
る
記
事
の
チ
ェ
ッ
ク
は
最
低
限
に
と

ど
め
、
で
き
る
だ
け
生
徒
自
身
の
言
葉
で
、

生
徒
が
感
じ
て
い
る
本
校
の
魅
力
を
全
国
に

伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
畠
山
先
生
）

　
近
年
、
葛
巻
町
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
生

徒
の
７
割
程
度
が
葛
巻
高
校
に
進
学
し
て
い

る
。
同
校
以
外
の
高
校
に
進
学
す
る
場
合
、

そ
の
多
く
は
、
部
活
動
を
理
由
と
す
る
都
市

部
の
私
立
高
校
へ
の
進
学
だ
。
葛
巻
高
校
で

は
26
年
度
も
「
物
理
」
や
「
情
報
Ⅰ
」
で
遠

隔
授
業
を
実
施
し
、
生
徒
が
専
門
的
な
指
導

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
継
続
。
国
公
立
大
学

へ
の
進
学
か
ら
就
職
ま
で
、
多
様
な
進
路
を

実
現
す
る
同
校
の
教
育
活
動
は
地
域
の
生
徒

や
保
護
者
に
評
価
さ
れ
、
選
ば
れ
る
高
校
と

な
っ
て
い
る
。

　
山
村
留
学
開
始
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し

た
現
在
、
関
東
や
関
西
の
大
学
に
進
学
し
た

県
外
出
身
の
生
徒
た
ち
が
、
社
会
人
に
な
っ

て
葛
巻
町
に
戻
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　「
葛
巻
高
校
と
葛
巻
町
が
、
自
分
が
成
長

し
た
場
所
、
豊
か
な
人
間
関
係
が
築
か
れ
た

場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
葛
巻
町
に

戻
っ
て
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒

の
人
生
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
と
い
う
点

で
、
本
校
は
町
と
と
も
に
、
生
徒
に
対
し
て

魅
力
を
発
揮
で
き
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
地
域
と
つ
な
が
り
、
探
究
学

習
の
目
的
に
常
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、
教
師

間
の
熱
量
を
学
校
全
体
の
も
の
と
し
な
が

ら
、
生
徒
の
成
長
の
た
め
の
取
り
組
み
の
深

化
を
町
と
と
も
に
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」（
菊
地
校
長
）

　本特集の課題整理において、全国普通
科高等学校長会の佐藤到

いたる
事務局長が「私

はすべての高校に特色・魅力はあると確
信しています。だからこそ、まずは学校
内で現状を言語化して共有することで、
自校の特色や魅力を捉え直すことができ
ます」とおっしゃっていましたが、まさ
にそれは、長崎県立佐世保南高校の舟越
裕
ひろし
校長のご実践や３校の事例の共通点の

１つであり、本特集の冒頭で提示した「各校は特色化・魅力化
をどのように進めていけばよいのか」という問いを考える上で、
大きなヒントになったのではないでしょうか。自校に特色や魅
力が存在するにもかかわらず、それが何なのかが教師や生徒の
間で共通認識が図られていなければ、「自校にはこれといった
特色や魅力はない。何か新しい取り組みを考えなければ……」
といった状況に陥りかねません。そうならないためにも、各教
師・生徒が自校の特色・魅力だと思っている点を言語化するこ
とが重要であり、そしてそれこそが共通認識を図る手立てであ
るとともに、特色化・魅力化を進めていく上で中核となるもの
だと考えます。一案ですが、次のようなステップで自校の特色
化・魅力化を推進していくとよいのではないでしょうか。

　特色化・魅力化の解釈がぶれていると、自校の魅力・特色を
言語化できたとしても共通認識が図れたとは言えないため、早
い段階でその点は確認しておきたいところです（ステップ２）。
また、ステップ５の取り組みの改善や新しい取り組みの検討が
「生徒を主語にした」ものになるように必ず立ち返るべきなの
が、スクール・ポリシーや育てたい生徒像などの最上位目標で
あり、その点も早い段階で確認しておきたいことから、ステッ
プ３に配置しました。
　言語化の過程で行われる教師間の対話では、教師一人ひとり
が安心して話せる環境づくりが求められます。他者の発言・提
案を否定・評価せず、挑戦することを歓迎する姿勢を、管理職
の先生が率先して見せていくことが重要ではないでしょうか。

各教師・生徒が思う自校の特色・魅力を
言語化し、共有する

本特集を振り返って

 編集部
統括責任者

柏木崇

ステップ１　特色化・魅力化の推進のステップ（本ステップ１〜
５）について共通理解を図る
ステップ２　特色化・魅力化のそれぞれの意味や相互の関係の理
解（Ｐ．５図１・２）を学校全体で図る
ステップ３　自校の最上位目標、育てたい生徒像を確認する
ステップ４　自校の現状について、特色化の度合いと魅力化の状
況の２軸による４象限のマトリクスで整理する（Ｐ．６図３）
ステップ５　ステップ４を踏まえて、地域や外部とも連携・対話
をしながら、取り組みの改善や新しい取り組みの検討をする
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難
関
国
立
大
学
や
医
歯
薬
学
系
学
部
・
学

科
を
志
望
す
る
生
徒
が
多
い
富
山
県
立
高
岡

高
校
で
は
、そ
れ
ら
の
希
望
進
路
を
実
現
す

る
た
め
の
進
路
指
導
が
１
年
次
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
。将
来
就
き
た
い
職
業
や
志
望
大
学
・

学
部
を
明
確
に
し
、そ
の
希
望
進
路
の
実
現

に
向
け
て
学
習
に
ま
い
進
さ
せ
る
と
い
う
の

が
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
基
本
方
針
だ
っ
た
。し

か
し
、社
会
の
変
化
が
激
し
い
現
代
に
お
い

て
従
来
の
進
路
指
導
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
と

い
っ
た
思
い
が
徐
々
に
生
じ
て
い
っ
た
と
、進

路
指
導
部
副
主
任
の
川か

わ
ご
し腰
達
也
先
生
は
語
る
。

　「
文
理
選
択
に
お
い
て
も
、
医
師
に
な
り
た

い
か
ら
理
系
、
国
家
公
務
員
や
弁
護
士
に
な

り
た
い
か
ら
文
系
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
が

　　
そ
う
し
た
思
い
の
下
、
２
０
２
５
年
度
の

１
年
次
の
進
路
指
導
は
、
志
望
大
学
・
学
部

を
決
定
す
る
こ
と
よ
り
も
、
生
徒
が
社
会
を

広
く
知
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
し
た
。

25
年
度
入
学
生
の
学
年
主
任
を
１
年
次
か
ら

務
め
る
中
野
亜
紀
子
先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
以
前
は
入
学
直
後
か
ら
、『
東
京
大
学
や

京
都
大
学
、
医
学
科
に
合
格
す
る
た
め
に
は

１
年
生
で
は
平
日
３
時
間
、
休
日
５
時
間
の

家
庭
学
習
が
必
要
だ
』
と
い
っ
た
こ
と
を
繰

り
返
し
伝
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
針
を
転

換
し
、学
年
集
会
な
ど
で
具
体
的
な
大
学
名

や
職
業
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、生
徒
が

特
定
の
大
学
や
職
業
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
生
徒
に
は

知
っ
て
い
る
職
業
が
選
択
の
軸
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
が
知
っ
て
い
る
職

業
は
限
ら
れ
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ

て
広
い
視
野
で
自
分
の
将
来
を
主
体
的
に
考

え
て
ほ
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
同
校
は「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」
を
育
成
す
べ
く
、

「
新
た
な
時
代
に
対
応
し
、
未
来
を
切
り
ひ
ら

く
人
間
力
」
の
伸
長
を
教
育
目
標
と
し
て
掲

げ
て
い
る
。
そ
れ
に
鑑
み
て
も
進
路
指
導
を

見
直
す
時
が
来
て
い
た
と
、
人
文
社
会
科
学

科
主
任
の
阿あ

お尾
圭
悟
先
生
は
語
る
。

　「
先
行
き
が
見
通
し
に
く
い
時
代
に
お
い
て

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
軸
と
な
る
の
は
『
自
分
は

何
が
得
意
で
、何
に
価
値
を
見
い
だ
し
、ど
の

よ
う
に
社
会
に
か
か
わ
り
た
い
の
か
』と
い
っ

た
、
個
人
の
譲
れ
な
い
価
値
観
や
能
力
で
す
。

大
学
・
学
部
選
択
の
手
前
に
あ
る
自
己
理
解

に
、
生
徒
が
し
っ
か
り
取
り
組
め
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

進
路
指
導
改
革

生
徒
が
自
己
の
あ
り
方
・
生
き
方
に

向
き
合
え
る
進
路
指
導
に
転
換

富
山
県
立
高
岡
高
校

設立　1898（明治 31）年
形態　全日制／普通科、探究科学科（理数科学科・

人文社会科学科）／共学
生徒数　１学年約240人
2025 年度卒業生進路実績　国公立大は、北
海道大、東北大、東京科学大、東京大、富山
大、金沢大、京都大、大阪大、九州大などに
181人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、
早稲田大、同志社大などに延べ 475人が合格。

学校概要

教師たちの創意工夫や挑戦
そして改革への情熱を描く

指導変革
軌跡 No. 301

の富山県立高岡高校は、将来就き
たい職業や志望校を軸とした進

路指導を転換。進路行事を見直すとともに、課外活動への参加を促し、
社会を知ることで生徒のキャリア観を広げる取り組みを2025年度か
ら推進している。生徒は多様な刺激が得られる課外活動に価値を見い
だし、２年次４月までに半数以上の生徒が参加。それらは生徒にとって
自己のあり方・生き方を考える機会となり、「もっと学びたい」といった
思いが芽生えたことで、難関国立大学志望者が増加している。
＃進路指導の転換　＃進路行事の大幅な見直し

１分で分かる軌跡

職
業・大
学
あ
り
き
の
進
路
選
択
に
、

教
師
が
疑
問
を
抱
く
よ
う
に

変
革
の
背
景

キ
ャ
リ
ア
観
を
広
げ
る
た
め
、

課
外
活
動
の
参
加
を
促
す

変
革
の
一
手
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『
社
会
を
知
っ
て
、将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
よ
う
』と
呼
び
か
け
、
年
１
回
以
上
の

課
外
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
ま
し
た
」

　
進
路
行
事
も
見
直
し
た
。例
年
９
月
に
行
っ

て
い
た
予
備
校
の
講
師
な
ど
に
よ
る
進
路
講

演
会
は
６
月
に
前
倒
し
し
、大
学
入
試
制
度

な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
い
っ
た
そ
れ
ま

で
の
内
容
も
変
更
。東
京
大
学
の
天
文
学
の

研
究
者
に
、
学
問
や
社
会
と
自
身
の
つ
な
が

り
を
テ
ー
マ
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
さ
ら
に
７
月
の
職
業
理
解
講
座
を「
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
講
座
」に
刷
新
。
従
来

は
弁
護
士
や
医
師
な
ど
、各
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
卒
業
生
約
10
人
を
迎
え
、生
徒
は
自

分
が
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
る
分
野
を
２
つ

選
び
、少
人
数
で
話
を
聞
く
形
だ
っ
た
。そ
れ

に
よ
り
、選
ん
だ
分
野
へ
の
理
解
が
深
ま
る
一

方
で
、
話
が
聞
け
る
分
野
は
限
ら
れ
る
た
め
、

生
徒
の
視
野
を
十
分
に
広
げ
ら
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
か
っ
た
。そ
こ
で
新
た
な
講
座
は
、

キ
ャ
リ
ア
を
豊
富
に
積
み
つ
つ
、今
後
の
人
生

設
計
に
つ
い
て
も
語
れ
る
30
〜
40
代
で
、
経

歴
の
異
な
る
卒
業
生
３
人
に
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
経
緯
や
考
え
方
を
語
っ
て
も
ら
い
、生
徒

全
員
が
聞
く
形
に
し
た
。講
座
を
企
画
し
た

川
腰
先
生
は
人
選
に
こ
だ
わ
っ
た
と
語
る
。

　「
本
校
で
は
女
子
生
徒
の
半
数
が
理
系
を
選

ぶ
も
の
の
、理
工
学
系
学
部
に
進
学
す
る
生

徒
は
わ
ず
か
で
す
。そ
こ
で
理
系
の
職
業
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、東
京
大
学
を
卒
業
後
、

製
造
業
の
開
発
職
に
就
い
た
女
性
に
講
師
を

依
頼
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ

の
働
き
方
の
モ
デ
ル
と
し
て
、京
都
大
学
を

卒
業
し
て
か
ら
東
京
で
複
数
の
職
業
を
経
験

し
た
後
、
富
山
県
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
女
性
と
、

一
方
で
１
つ
の
仕
事
を
続
け
る
モ
デ
ル
と
し

て
、
富
山
大
学
薬
学
部
を
卒
業
後
、
地
元
の

病
院
に
勤
務
す
る
男
性
薬
剤
師
に
も
講
師
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
生
徒
が
キ
ャ
リ
ア
観
の

多
様
さ
に
気
づ
く
よ
う
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

の
選
択
に
つ
い
て
率
直
に
語
っ
て
ほ
し
い
と

３
人
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
３
人
と
も
趣
旨
に

共
感
し
、
依
頼
を
快
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　「
進
路
行
事
を
変
更
し
た
い
」
と
い
う
中
野

先
生
と
川
腰
先
生
か
ら
の
提
案
に
、
進
路
指

導
主
事
の
山
本
祐さ

ち

子こ

先
生
は
賛
同
し
た
。

　「
医
師
や
薬
剤
師
を
目
指
す
生
徒
に
理
由
を

聞
く
と
、
大
半
が
『
人
を
救
い
た
い
』『
人
の

役
に
立
ち
た
い
』
と
言
い
ま
す
。
そ
の
志
は

法
律
や
福
祉
な
ど
の
仕
事
で
も
実
現
で
き
る

は
ず
で
す
が
、
ほ
か
の
職
業
に
目
が
向
か
な

い
生
徒
に
以
前
か
ら
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。進
路
行
事
の
刷
新
は
生
徒
の
キ
ャ

リ
ア
観
を
広
げ
る
好
機
に
な
る
と
考
え
、
進

路
指
導
部
と
し
て
了
承
し
ま
し
た
」

　
校
内
の
手
続
き
と
し
て
、管
理
職
と
各
分

掌
部
長
、各
学
年
主
任
か
ら
成
る
「
校
務
運

営
委
員
会
」
に
進
路
行
事
の
変
更
を
提
案
す

る
と
、「
今
ま
で
通
り
、生
徒
が
志
望
す
る
医

師
や
弁
護
士
な
ど
の
職
業
に
就
い
て
い
る
卒

業
生
を
招
く
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」「
１

年
生
全
員
が
一
斉
に
話
を
聞
く
形
で
は
、
職

業
へ
の
理
解
が
深
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
、
変
更
の
効
果
を
疑
問
視
す
る
声
が

少
な
か
ら
ず
出
た
。
そ
れ
に
対
し
て
中
野
先

生
と
山
本
先
生
は
、
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え

る
と
生
徒
が
キ
ャ
リ
ア
観
を
広
げ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
丁
寧
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、

２
学
年
主
任

中
野
亜
紀
子 

な
か
の
・
あ
き
こ

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

英
語
科
。

進
路
指
導
部
副
主
任

川
腰
達
也 

か
わ
ご
し
・
た
つ
や

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

地
歴
公
民
科
（
日
本
史
）。

企
画
研
究
部
主
任

北
　美
知
代 

き
た
・
み
ち
よ

同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。

地
歴
公
民
科
（
公
民
）。

進
路
指
導
主
事

山
本
祐
子 

や
ま
も
と
・
さ
ち
こ

同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。

英
語
科
。

企
画
研
究
部

人
文
社
会
科
学
科
主
任

阿
尾
圭
悟 

あ
お
・
け
い
ご

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

国
語
科
。

先
行
き
が
見
通
し
に
く
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

進
路
選
択
の
手
前
に
あ
る
自
己
理
解
に
向
き
合
わ
せ
た
い

校
長亀谷

卓
朗 

か
め
た
に
・
た
く
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

進
路
指
導
部
の
賛
同
を
得
て
、

進
路
行
事
を
変
更

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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最
終
的
に
進
路
行
事
の
変
更
は
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
う
し
て
実
施
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
講
座
で
は
、
前
述
の
講
師
３
人
が
高

校
時
代
か
ら
今
ま
で
の
道
の
り
を
そ
れ
ぞ
れ

語
っ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、「
高
校
生
や
大
学

生
の
時
に
今
の
道
に
進
む
と
思
っ
て
い
た
か
」

「
今
の
生
き
方
を
決
め
た
瞬
間
は
あ
っ
た
の

か
」
と
い
っ
た
質
問
が
生
徒
か
ら
上
が
っ
た
。

　「
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
女
性
は
『
大
学
の
時
点

で
は
今
の
仕
事
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
』

と
明
か
し
、
開
発
職
の
女
性
は
『
今
の
仕
事

は
楽
し
く
て
や
り
が
い
も
あ
る
が
、
こ
れ
だ

と
思
え
る
仕
事
に
は
ま
だ
出
会
え
て
い
な
い
』

と
率
直
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
方
で
薬

剤
師
の
男
性
は
『
薬
剤
師
に
な
る
と
決
め
て

薬
学
科
に
進
学
し
、
今
が
あ
る
』
と
答
え
て

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
の
形

成
は
三
者
三
様
で
し
た
が
、
生
徒
に
と
っ
て

も
教
師
に
と
っ
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
観
を
深
く

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
」（
中
野
先
生
）

　
生
徒
の
感
想
に
は
「
様
々
な
こ
と
に
関
心

が
あ
る
の
な
ら
、
必
ず
正
社
員
に
な
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
途
中

で
キ
ャ
リ
ア
の
方
向
性
を
変
え
な
が
ら
、
よ

り
自
分
ら
し
い
道
を
模
索
し
て
も
よ
い
の
だ

と
気
が
つ
い
た
」「
将
来
、
何
に
な
り
た
い
の

か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
選
択
の
幅
を
広

げ
る
た
め
に
勉
強
を
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
』（
＊
２
）
な
ど
に
参
加
し
、

さ
ら
に
見
聞
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」

　
さ
ら
に
新
た
な
試
み
と
し
て
、
京
都
府
・

京
都
市
立
堀
川
高
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
模
擬

試
験
の
振
り
返
り
会
を
25
年
12
月
と
26
年
３

月
に
実
施
し
た
。
国
語・数
学・英
語
で
行
い
、

例
え
ば
数
学
で
は
、
再
現
答
案
を
そ
れ
ぞ
れ

で
採
点
し
、
採
点
の
観
点
を
出
し
合
っ
た
。

　「
１
回
目
に
参
加
し
た
10
人
の
生
徒
全
員
が

２
回
目
も
参
加
し
ま
し
た
。
生
徒
主
体
で
学

び
方
を
学
ぶ
活
動
に
取
り
組
む
堀
川
高
校
の

生
徒
（
＊
３
）
は
、
同
じ
問
題
で
も
多
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
法
を
考
え
、
自
分
の
課
題

を
明
確
に
言
語
化
し
て
い
ま
し
た
。
本
校
の

生
徒
は
そ
の
姿
に
自
分
と
の
力
の
差
を
感
じ
、

伸
ば
す
べ
き
力
を
自
分
な
り
に
考
え
た
よ
う

で
し
た
」（
川
腰
先
生
）

　
校
内
で
も
生
徒
同
士
で
刺
激
し
合
え
る
よ

う
に
、
自
分
が
参
加
し
た
課
外
活
動
に
つ
い

て
発
表
す
る
「
課
外
活
動
参
加
報
告
会
」
を

25
年
12
月
と
２
年
次
の
26
年
４
月
に
実
施
し

た
。
各
回
と
も
30
〜
40
人
の
生
徒
が
自
身
の

経
験
を
語
っ
た
。
報
告
会
後
に
実
施
し
た
ア

夏
休
み
に
自
分
が
興
味
を
持
て
る
も
の
を
探

し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
見
ら
れ
た
。

　「
同
講
座
は
生
徒
が
自
己
の
あ
り
方
・
生
き

方
を
模
索
し
て
い
く
出
発
点
に
な
っ
た
と
捉

え
て
い
ま
す
」（
川
腰
先
生
）

　
課
外
活
動
の
中
で
も
生
徒
が
大
き
な
刺
激

を
受
け
る
の
が
、
他
校
の
生
徒
と
の
交
流
だ
。

例
え
ば
25
年
度
に
、
愛
知
県
立
旭あ

さ
ひ
が
お
か丘
高
校
主

催
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
に

参
加
し
た
１
年
生
４
人
の
様
子
を
、
企
画
研

究
部
主
任
の
北
美
知
代
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
東
海
地
方
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ（
＊
１
）の
高
校
が

集
ま
る
同
フ
ェ
ス
タ
に
、
指
定
校
だ
っ
た
本

校
も
16
年
度
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
校

と
は
環
境
が
異
な
る
他
校
の
生
徒
と
と
も
に

『
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
は
何
か
』
と
い
う

問
い
を
考
え
る
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
は
多

様
な
視
点
を
得
ま
す
。今
年
度
は
、フ
ェ
ス
タ

で
刺
激
を
受
け
た
生
徒
が『
日
本
の
次
世
代

＊１　文部科学省「スーパーグローバルハイスクール」。高岡高校は 2014 〜 18 年度に指定校だった。　
＊２　自治体と経済界が連携し、全国の志の高い高校生約 150 人を対象に、日本や世界を舞台に挑戦する人材の育成を目指したサマースクール。
＊３　堀川高校が行う、生徒主体で学び方を学ぶ活動「学びのアセスメント」については、本誌 2022 年 10 月号の特集「高大接続の視点で見通す 2025 年度
大学入試」で紹介しています。ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の「高校版バックナンバー」（https://cdn.view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/
article12772/）、または右の２次元コードからアクセスしてください。

課外活動の
年１回以上の
参加

学校に届いたワークショップやボランティア、コンテ
ストなどの情報は必ず生徒に告知。Google クラスルー
ムにも情報をアップし、生徒がいつでも閲覧できるよ
うにした。

課外活動参加
報告会の実施

１年次 12 月と２年次４月に、課外活動に参加した生徒
が活動内容や学んだことなどを発表。

他県の高校生と
模擬試験の
振り返り会

国語・数学・英語の模擬試験の振り返りを、京都市立
堀川高校の生徒とオンラインで実施。例えば数学は、
再現答案をそれぞれで採点し、採点の観点を出し合った。

職業・大学ありきの進路選択ではなく、自分の興味・関心や得意をど
のように社会に生かせるか、社会にどう貢献できるかという視点で自
己のあり方・生き方を考えてから進路選択をしてほしい。

2025年度１年次の進路指導図

教師の
思い

新
し
い
取
り
組
み

見
直
し
た
取
り
組
み

進路講演会
９月に、予備校の講師などによる大学入試の制
度や心構えなどに関する講演を実施。旧

職業理解講座

医師や弁護士、公務員、金融、ＩＴ、エンジ
ニアなど、各分野で活躍する卒業生が、仕事
内容ややりがいなどを語る。生徒約 20 人のグ
ループで、講師と生徒が対話。

旧

進路講演会
６月に、東京大学の天文学の研究者が自身の
研究内容に加え、学問や社会と自身とのつな
がりをテーマに語った。

新

キャリア
プランニング講座

経歴が異なる３人の卒業生が、高校・大学時
代から現在の職業までの道のりや、自身の人
生観・キャリア観を語った。

新

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

卒
業
生
が
語
っ
た
キ
ャ
リ
ア
観
は
、

生
徒
が
自
己
の
あ
り
方
・
生
き
方
を

考
え
る
出
発
点
と
な
っ
た

他
校
の
生
徒
と
の
交
流
や

課
外
活
動
の
報
告
が
大
き
な
刺
激
に
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ン
ケ
ー
ト
に
は
「
課
外
活
動
は
普
段
か
か
わ

る
こ
と
が
な
い
人
た
ち
と
交
流
で
き
、
視
野

が
広
が
る
と
分
か
っ
た
」「
一
歩
踏
み
出
し
て

み
よ
う
と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、「
今
後
も
課
外
活
動
に
参
加
し
た
い
」

と
い
う
回
答
は
９
割
に
上
っ
た
。

　
26
年
度
の
２
年
次
４
月
時
点
で
、
そ
れ
ま

で
に
課
外
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
生

徒
は
５
割
を
超
え
た
。
部
活
動
な
ど
も
あ
る

中
で
、
複
数
回
参
加
す
る
生
徒
も
少
な
く
な

い
。
一
方
で
、
全
く
参
加
し
な
い
生
徒
も
い

る
が
、「
参
加
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
な
け

れ
ば
参
加
す
る
意
味
は
な
い
」
と
、
無
理
に

参
加
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
２
年
次
の
目
標
は
年
度
末
に
行
う「
キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
宣
言
」だ
。従
来
の
志
望
理
由

書
の
作
成
に
代
わ
っ
て
、将
来
の
自
分
が
あ

り
た
い
姿
と
そ
の
実
現
の
た
め
に
目
指
す
大

学
・
学
部
、そ
の
大
学
・
学
部
の
合
格
に
必

要
な
学
習
戦
略
に
つ
い
て
、
２
〜
３
月
に
書

き
表
す
こ
と
を
生
徒
に
説
明
し
、「
漠
然
と
し

た
状
態
で
も
よ
い
か
ら
、
自
分
自
身
に
向
き

合
っ
て
考
え
よ
う
」と
伝
え
た
。
そ
し
て
学
年

団
で
は
、「
志
望
大
学
・
学
部
の
決
定
は
急
か

さ
ず
、１
年
次
に
引
き
続
き
、生
徒
が
自
己
の

あ
り
方
・
生
き
方
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
寄

り
添
う
」と
い
う
方
針
を
改
め
て
確
認
し
た
。

　
今
後
は
現
２
学
年
団
の
進
路
指
導
改
革

（
図
）
を
全
校
へ
広
げ
て
い
く
考
え
で
あ
り
、

26
年
度
の
１
年
次
も
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
講
座
」
の
実
施
を
計
画
中
だ
。
進
路
指

導
と
探
究
活
動
と
の
連
携
も
検
討
し
て
い
る
。

　「
こ
こ
数
年
、
探
究
活
動
の
進
め
方
を
見

直
し
た
こ
と
で
、
生
徒
が
自
身
の
興
味
・
関

心
や
社
会
課
題
に
深
く
向
き
合
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
生
徒
は
、

自
己
の
あ
り
方
・
生
き
方
を
見
い
だ
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
探
究
活
動
が
キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
な
働
き
か

け
を
も
っ
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
阿
尾
先
生
）

　
生
徒
の
主
体
性
の
向
上
は
希
望
進
路
に
も

表
れ
始
め
て
い
る
。

　「
教
師
が
特
に
大
学
名
を
言
わ
な
く
て
も
、

様
々
な
刺
激
を
受
け
て
意
欲
的
に
な
っ
た
生

徒
は
、
お
の
ず
と
高
い
目
標
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。結
果
と
し
て
、２
年
生
の
難

関
国
立
大
学
の
志
望
者
は
例
年
以
上
の
ペ
ー

ス
で
自
発
的
に
増
え
て
い
ま
す
」（
川
腰
先
生
）

　
同
校
の
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
亀か

め
た
に谷
卓
朗

校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
若
手
教
師
が
増
え
る
中
、指
導
が
着
実
に

継
承
さ
れ
る
よ
う
、各
学
年
の
副
主
任
を
進

路
指
導
部
の
配
属
と
す
る
組
織
改
革
を
行
い

ま
し
た
。各
学
年
の
挑
戦
を
次
の
学
年
が
引

き
継
ぎ
、さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
。そ
の
積
み

重
ね
を
通
じ
、学
校
全
体
で
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

今回のテーマに関連する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。

2023年８月号　指導変革の軌跡　宮城県・私立仙台城南高校
▶https://cdn.view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article16617/

変革の軌跡を振り返って

関連記事はこちら！

学
年
団
の
改
革
を

学
校
全
体
の
改
革
に
つ
な
げ
る

変
革
の
成
果
と
展
望

指導変革の軌跡  富山県立高岡高校

経
験
が
浅
い
か
ら
こ
そ
学
年
団
で
目
線
を

合
わ
せ
、同
じ
ス
タ
ン
ス
で
生
徒
を
支
援

中
野
先
生

　
本
校
赴
任
４
年
目
の
私
は
、
周
り
の
先
生
方
に

相
談
し
な
が
ら
学
年
主
任
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

進
路
指
導
の
転
換
に
つ
い
て
は
反
対
意
見
も
出
ま

し
た
が
、
生
徒
に
一
番
近
い
学
年
団
が
捉
え
た
生

徒
の
姿
と
私
た
ち
の
思
い
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
率
直

に
話
し
、
進
路
指
導
部
を
含
め
、
最
終
的
に
は
校

内
の
合
意
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
改
革
は
進
行
中
で

す
が
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
で
の
完
敗
を
バ
ネ

に
次
の
大
会
に
向
け
て
早
く
か
ら
自
主
練
習
に
励

ん
だ
り
、「
ト
ビ
タ
テ
！
　
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に

多
く
の
生
徒
が
挑
戦
し
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
意

欲
的
な
姿
に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
生
徒
を
２
年
次
に
ど
の
よ
う
に
伸
ば

し
て
い
く
か
。学
年
団
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
中
で
、私
と
同
じ
く
本
校
の
赴
任
歴
が
浅

い
先
生
方
が
指
導
の
進
め
方
に
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
週
１
回
行
う
学
年
団
の
定

例
会
は
日
々
の
業
務
の
話
が
中
心
に
な
り
が
ち
な

た
め
、
２
年
次
進
級
時
に
指
導
の
目
線
合
わ
せ
を

す
る
場
を
設
け
、本
校
で
の
指
導
経
験
が
豊
富
な

川
腰
先
生
に
指
導
の
留
意
点
を
語
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。ま
た
、生
徒
に
高
い
志
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
や
、３
年
次
ま
で
に
生
徒
に
志
望
大
学
・

学
部
を
決
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
焦

り
か
ら
、面
談
な
ど
で
職
業
や
大
学
あ
り
き
の
声

か
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、そ
し
て
志

望
大
学
・
学
部
は
決
定
後
も
変
え
て
も
よ
い
と
い

う
ス
タ
ン
ス
を
い
ま
一
度
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
課
外
活
動
は
書
類
の
準
備
な
ど
で
教
師
に
か
か

る
負
担
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
が
審
査
を
通
っ
て

海
外
に
留
学
し
た
り
、
大
会
に
入
賞
し
た
り
す
る

と
、
そ
れ
は
大
き
な
喜
び
に
変
わ
り
ま
す
。
生
徒

が
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
着
実
に
描
け
る
よ
う
、

新
た
な
進
路
指
導
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
ま
す
。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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教
育
・
研
究
機
関
と
民
間
企
業
が
協
力
し
、

教
育
活
動
や
共
同
研
究
な
ど
を
行
う
産
学
連

携
が
高
校
教
育
に
お
い
て
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
高
校
に
お
け
る
産
学
連
携
の
拡
充
の
背
景

に
あ
る
の
が
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
新
設

さ
れ
た
総
合
的
な
探
究
の
時
間
だ
。
総
合
的
な

探
究
の
時
間
に
お
い
て
社
会
課
題
を
探
究
の

テ
ー
マ
と
す
る
生
徒
が
、
民
間
企
業
や
自
治

体
、
大
学
な
ど
の
外
部
の
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
近
年
増
加
し
て
い
る
。
ベ

ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
の
調
査
（
＊
１
）
に

よ
る
と
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
や
学
校
設
定

科
目
に
お
け
る
探
究
活
動
の
中
で
生
徒
が
「
学

校
外
の
専
門
家
・
研
究
者
か
ら
指
導
を
受
け

る
」
活
動
を
行
っ
て
い
る
高
校
は
、
２
０
２
３

年
度
で
72
・
７
％
に
上
っ
て
い
る
。

　
産
学
連
携
の
重
要
性
が
特
に
高
ま
っ
て
い

る
の
が
専
門
高
校
だ
。
少
子
高
齢
化
と
デ
ジ
タ

ル
需
要
の
拡
大
に
よ
っ
て
深
刻
さ
を
増
す
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
文
部

科
学
省
は
21
年
度
か
ら
25
年
度
に
わ
た
っ
て

「
次
世
代
地
域
産
業
人
育
成
刷
新
事
業
」
を
推

進
。
最
先
端
の
職
業
人
材
の
育
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
地
域
企
業
と
一
体
と
な
っ
て
行
う

専
門
高
校
を
「
マ
イ
ス
タ
ー・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

に
指
定
し
、
民
間
企
業
や
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
を
後
押
し
し
て
き
た
。

　
そ
し
て
26
年
２
月
に
文
部
科
学
省
が
公
表

し
た
「
高
校
教
育
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針

（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）
～
２
０
４
０
年
に
向

け
た
『N

-E.X.T.

（
ネ
ク
ス
ト
）
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
構
想
』
～
」
に
お
い
て
も
、
高
校
教
育
改
革

の
柱
の
１
つ
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
駆
使
し
な
が
ら
地
域
産
業
を
支
え
、
社
会

の
課
題
を
解
決
で
き
る
人
材
や
、
地
域
発
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
、

い
わ
ゆ
る
「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
」の
育
成
が
掲
げ
ら
れ
た
。
今
後
、

地
域
の
産
業
界
や
大
学
、
自
治
体
な
ど
と
連

携
・
協
働
し
て
、
教
育
課
程
の
刷
新
・
開
発

や
先
端
分
野
の
専
門
的
な
指
導
な
ど
を
通
じ

た
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
先
導
的
な
学
び
の
あ

り
方
を
構
築
す
る
高
校
に
お
い
て
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
（
図
１
）。

　
産
学
連
携
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
や
授
業
改
善
は
、
普
通
科
高
校
で
も
専
門

高
校
で
も
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、

地
域
の
企
業
な
ど
と
強
固
に
連
携
し
、
未
来
を

拓
く
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
事

例
を
紹
介
す
る
。

＊１　ベネッセ教育総合研究所「小中高校の学習指導に関する調査2023」。

産
学
連
携

社会の変化に対応する人材の育成に向

けて、大学や専門学校では新たな教育

プログラムや入試改革が進んでいる。本

コーナーでは、今後の教育において重要

なキーワードについて、高校と大学・専

門学校・社会の接続の視点で考えていく。

社専大高
接続の視点で考える

シリーズ

ベネッセ教育情報センター

キーワード

高
校
に
お
い
て
も
高
ま
る
、
民
間
企
業
な
ど
と
の
連
携
の
重
要
性

産業界・地方自治体等と専門高校の
連携・協働体制構築・強化

図１

❶産業界のニーズに対応した学科・コー
スの設置、学校設定教科・科目等の
開設

❷教育委員会と知事部局等の連携・協
働や、コーディネート人材を中心と
する高校と産業界の持続可能な連携・
協働体制の構築

❸産業界の技術者を外部講師として招
しょう

聘
へい

して授業を実施

❹地元産業界等の協力による長期イン
ターンシップ、生徒が現場の一員と
して業務に取り組むデュアルシステ
ムなどの実践

❺課外講座等を活用した実社会で役立
つ高度な資格取得に向けた取り組み

❻高等教育機関等と連携・協働し、進
学も見据えた高度専門職人材の育成

※文部科学省「高等学校教育改革促進基金の創設～N-E.
X.T.（ネクスト）ハイスクール構想～」を基に編集部で作成。
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　「
産
学
一
体
」
を
建
学
の
精
神
と
す
る
静
岡

県
・
私
立
静
清
高
校
で
は
、
生
徒
の
夢
の
実
現

や
目
標
の
達
成
を
支
援
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
未
来
の
教
室
」
を
全
校
規
模
で
展
開
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｔ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
、
総
合
工
学

コ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
の

３
コ
ー
ス
を
擁
す
る
工
学
探
究
科
で
は
、
企
業

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
実
践
的
な
実
習
・
実
技

を
実
施
し
、
変
化
の
激
し
い
社
会
で
活
躍
し
続

け
ら
れ
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｉ
Ｔ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
の
「
未
来
の
教

室
」
で
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
シ
ス

テ
ム
シ
ェ
ア
ー
ド
と
連
携
し
、
最
先
端
技
術
を

体
系
的
に
学
ぶ
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
し
、
Ｉ
Ｔ
業
界
で
活
躍
で
き
る
デ
ジ
タ

ル
人
材
を
育
成
し
て
い
る
（
Ｐ
．24
囲
み
）。

　
同
コ
ー
ス
に
お
け
る
授
業
の
割
合
は
普
通

科
目
が
約
７
割
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
専
門
科
目
が
約

３
割
。
そ
の
う
ち
、
専
門
科
目
の
中
核
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
「
Ｉ
Ｔ
基
礎
」「
Ｉ
Ｔ
応
用
」「
工

業
技
術
基
礎
」
な
ど
の
科
目
で
、
シ
ス
テ
ム

シ
ェ
ア
ー
ド
と
の
提
携
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

提
携
授
業
の
内
容
は
、
同
校
の
教
師
が
同
社
の

担
当
者
と
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
て
い
っ
た

と
い
う
。

　「
工
学
探
究
科
長
の
鈴
木
真ま

さ

人と

先
生
を
始
め

と
す
る
担
当
教
師
が
シ
ス
テ
ム
シ
ェ
ア
ー
ド

を
訪
問
し
、
生
徒
が
学
習
す
る
内
容
を
事
前
に

受
講
し
た
上
で
、
企
業
側
と
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
決
し
て
外
部
に
丸
投
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
、
本
校
の
教
師
が
『
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
の
か
』
を
自
分
の
言
葉
で
生
徒
に
説

明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
し
た
」（
小お

関ぜ
き

直
樹
校
長
）

　
同
コ
ー
ス
で
「
未
来
の
教
室
」
の
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
約
５
年
が
経
過
し
た
現
在
、
シ
ス

テ
ム
シ
ェ
ア
ー
ド
か
ら
同
校
の
生
徒
の
状
況

を
聞
い
た
企
業
が
求
人
を
出
す
ま
で
に
な
っ

た
。
ま
た
、
同
コ
ー
ス
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

中
学
生
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
説
明

会
な
ど
で
、
同
社
の
担
当
者
が
Ｉ
Ｔ
業
界
の
実

態
や
同
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

説
明
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
実
践
力
と
発
想
力
を
備
え
た
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
育
成
を
目
指
す
総
合
工
学
コ
ー
ス
で
は
、

「
未
来
の
教
室
」
で
は
、
地
元
企
業
と
連
携
し

た
「
ワ
ー
ク
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
を
２
年
次
に
実

施
し
て
い
る
。
４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
企
業

説
明
会
や
適
性
検
査
、
個
別
面
談
な
ど
を
行
っ

た
上
で
、
９
月
か
ら
２
月
ま
で
の
期
間
の
毎
週

水
曜
日
を
職
場
体
験
学
習
の
日
と
し
て
、
生
徒

１
人
あ
た
り
２
社
か
ら
４
社
程
度
、
１
社
に
つ

き
３
日
ま
た
は
６
日
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
経
験
す
る
。
そ
し
て
、
３
月
に
は
生
徒
が
事

前
学
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
学
び
を

基
に
企
業
研
究
発
表
を
行
う
。

　「
高
校
卒
業
後
の
3
年
離
職
率
が
全
国
平
均

で
約
38
％
に
達
す
る
中
、
地
元
企
業
と
生
徒
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会
の
会
員
企
業
や

藤
枝
商
工
会
議
所
な
ど
の
協
力
を
得
て
ワ
ー

ク
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
企
業

選
択
に
お
け
る
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
、

約
50
社
も
の
企
業
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先

と
し
て
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は

地
元
企
業
の
業
務
内
容
や
社
風
を
自
分
で
確

認
し
た
上
で
3
年
次
の
7
月
か
ら
就
職
活
動

進
路
指
導
課
長
、
工
学
探
究
科
長

鈴
木
真
人 

す
ず
き
・
ま
さ
と

同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
工
業

科
。

校
長小関

直
樹 

お
ぜ
き
・
な
お
き

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

主
幹
教
諭

菅
藤
徹
也 

か
ん
と
う
・
て
つ
や

同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
保
健
体

育
科
。

写真　株式会社システムシェアードが運営する「東京 ITスクール」
の講師によるプログラミング学習の様子。

建
学
の
精
神「
産
学
一
体
」の
下
、

生
徒
の
未
来
に
つ
な
が
る
教
育
活
動
を
展
開

静
岡
県
・
私
立
静せ
い

清せ
い

高
校

学校事例Ｉ
Ｔ
関
連
の
科
目
や

ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
科
目
を
開
講

設
立
　
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年

形
態
　
全
日
制
・
通
信
制
／
文
理
探
究
科
・
工
学
探

究
科
（
全
日
制
）
／
共
学
（
一
部
の
コ
ー
ス
は
男
子

の
み
）

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
４
年
制
大
は
、

亜
細
亜
大
、
専
修
大
、
拓
殖
大
、
日
本
大
、
明
治
大
、

立
正
大
、
静
岡
産
業
大
、
静
岡
理
工
科
大
、
常
葉
大
、

愛
知
大
、
中
京
大
な
ど
に
延
べ
60
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
53
人
。
就
職
１
１
１
人
。

学校概要

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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に
入
り
ま
す
が
、
近
年
は
総
合
工
学
コ
ー
ス
の

生
徒
の
約
40
％
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体

験
し
た
企
業
に
就
職
し
て
い
ま
す
」（
工
学
探

究
科
長
・
鈴
木
真
人
先
生
）

　
ス
ポ
ー
ツ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
の
「
未
来

の
教
室
」
で
は
、
医
師
や
理
学
療
法
士
、
鍼し

ん

灸き
ゅ
う

師
な
ど
の
資
格
を
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
の

専
門
家
と
連
携
し
、
最
新
の
研
究
成
果
な
ど
の

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
ス
ポ
ー
ツ
科
学
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
な
ど
を
生
徒
は
学
ん
で

い
る
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
で
学
ぶ

の
は
、
将
来
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
活
躍
し
た
い
と

考
え
て
い
る
生
徒
た
ち
で
す
。
高
校
時
代
に
ス

ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む
こ
と
に
加
え
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
科
学
的
に
捉
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ

で
は
で
き
な
か
っ
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
次
の
一
歩
と
し
て
、
活
動
に

よ
っ
て
育
ま
れ
た
資
質
・
能
力
や
今
後
さ
ら
に

伸
ば
し
た
い
力
な
ど
を
客
観
的
な
ツ
ー
ル
で

評
価
し
、
外
部
と
共
有
し
な
が
ら
活
動
内
容
の

改
善
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
同
校
は
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を

客
観
的
に
測
る
た
め
に
、26
年
度
か
ら
「G

PS-
Academ

ic

（
＊
２
）」を
３
学
年
で
導
入
し
た
。

　「『G
PS-Academ

ic

』
の
受
検
結
果
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
教
科
学
力
に
は
課
題
が
あ
る

一
方
で
、
創
造
的
思
考
に
秀
で
て
い
る
生
徒
や

高
い
自
主
性
を
身
に
つ
け
て
い
る
生
徒
が
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
普
段
の
授
業
で

教
師
が
十
分
に
見
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
把
握
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
す
し
、
そ
う
し
た
生
徒
把

握
を
学
年
・
コ
ー
ス
、
さ
ら
に
は
部
活
動
単
位

で
集
約
し
、『
未
来
の
教
室
』
に
お
け
る
連
携

先
と
も
共
有
す
る
こ
と
で
、
外
部
の
方
々
の
生

徒
へ
の
か
か
わ
り
も
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
関
校
長
）

　「
産
学
一
体
」
に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
は

地
域
の
中
学
生
や
保
護
者
に
も
周
知
さ
れ
て

い
る
。
同
校
の
通
学
区
域
の
中
学
３
年
生
徒
数

が
減
少
す
る
中
で
も
、
出
願
者
数
、
入
学
者

数
の
い
ず
れ
も
近
年
は
増
加
傾
向
に
あ
る
（
図

２
）。
高
校
入
試
に
向
け
た
学
校
説
明
会
に
は
、

３
０
０
人
の
定
員
に
対
し
て
８
０
０
人
近
い

参
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　「
私
は
本
校
の
先
生
方
に
対
し
て
、『G

PS-
Academ

ic

』
で
明
ら
か
に
な
っ
た
生
徒
の
強

み
は
、
何
１
つ
疑
う
必
要
な
ど
な
く
、
す
べ
て

う
の
み
に
し
ま
し
ょ
う
と
お
話
し
し
て
い
ま

す
。
教
科
の
テ
ス
ト
で
は
測
れ
な
い
生
徒
の
よ

さ
に
、
私
た
ち
教
師
や
外
部
の
方
々
な
ど
、
生

徒
を
取
り
巻
く
大
人
た
ち
が
気
づ
き
、
そ
れ
を

さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
で
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
『
未
来
の
教
室
』
が

実
現
す
る
の
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
」（
小

関
校
長
）

と
で
、
今
後
の
超
高
齢
社
会
で
他
者
の
健
康
や

幸
福
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
育
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
考
え
ま
し
た
。
私
た
ち
教
師
が
外
部
の

専
門
家
に
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
生
徒
が
持

つ
科
学
的
知
見
の
レ
ベ
ル
を
伝
え
る
こ
と
で
、

生
徒
の
実
態
に
合
っ
た
授
業
づ
く
り
が
で
き

て
い
ま
す
」（
主
幹
教
諭
・
菅か

ん

藤と
う

徹
也
先
生
）

　
生
徒
の
夢
の
実
現
や
目
標
の
達
成
の
た
め

に
は
、
学
校
の
中
の
資
源
だ
け
を
使
っ
て
生
徒

を
支
援
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
な
ど
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
小
関
校
長
は
語
る
。

　「
産
学
連
携
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
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全日制209
通信制22＋α

457

287
246

193

※学校資料を基に編集部で作成。

＊２　ベネッセが提供する、「思考力」「姿勢・態度」「経験」の３つの観点から、問題発見・解決する力を測定し、生徒一人ひとりの「強み」を明らかにするアセスメント。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
把
握
し
た

「
生
徒
の
強
み
」を
外
部
に
も
共
有

近年の出願者数・入学者数・学区の中学３年生徒数の推移図２

生徒の成長を定点観測し、
学校とともに教育活動を更新する

株式会社システムシェアード 
専務取締役　室井 明　氏

　株式会社システムシェアードが運営する「東京 IT
スクール」は、静清高校の工学探究科 ITエキスパー
トコースで、専門学校レベルの知識や技術を卒業まで
に身につける実践的な授業を行っています。同校との
連携に先立ち、私は１週間職員室に机を置かせてもら
い、先生方とコミュニケーションを取りました。同校
にはどんな先生がいるのか、同校ではどのように物事
が決まるのかが分からないと、真の連携は不可能であ
り、私たちが提供する教育プログラムが単なる押しつ
けになってしまうと考えたからです。先生方と IT業
界のことや今の高校生のことなど、様々な話題につい
て語り合う中で、先生方は私のことを受け入れていっ
てくださいました。提携授業が始まって５年目になり
ますが、１つの学校で高校生の成長を定点観測できる
ことは、私たちの業界にとっても大きな価値があると
思っています。先生方から生徒の様子をアセスメント
の結果とともに共有してもらいながら、活動をさらに
ブラッシュアップしていきたいと考えています。

連携企業の 声
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　本コーナーでは、「高×大・専・社接続の視点で考える」

と題し、シリーズで連載しています。今回は高校と社会

の接続、中でも高校における産学連携に着目しました。

　学校事例としてご紹介した静清高校は専門学科を有す

る私立高校です。同校は工学探究科を中心に、企業や商

工会議所などの外部機関と連携することで、教育活動の

バージョンアップを実現しています。産学連携は、生徒

の学びをより実践的なものにするだけではなく、教師に

とっても大きな意義があります。教師自身が最先端の技

術や社会のリアルな動向に触れることで学びを深め、指

導の質を向上させる機会となっているのです。何より、

学校単独では実現が困難だった様々な活動を可能にした

点は特筆すべきでしょう。

　全国の高校の専門学科の各学科数は、ピーク期の

1970（昭和 45）年度では、商業科 1,201 学科、家庭

科 955 学科、工業科 715 学科、農業科 679 学科でし

たが、2024（令和６）年度には、商業科 574 学科（対

1970 年度比 48％）、家庭科 259 学科（同 27％）、工業

科 516 学科（同 72％）、農業科 296 学科（同 44％）と

大きく減少しています（図３）。そのような中でも減少

が比較的緩やかな工業科では、時代の要請に応えるべく、

静清高校のように学科内のコース編成を改革するなどの

取り組みが行われてきました。産学連携はそうした改革

の鍵となっており、各コースならで

はの特色ある科目などは、地域の中

学生や保護者に自校をアピールす

る材料にもなっています。

　また、普通科、専門学科ともに、育成を目指す資質・

能力の定義と、その評価方法について検討を進める学校

が増えています。そうした「育てたい生徒像」を外部の

連携先とも共有し、客観的なデータを基にカリキュラム

を共創する姿勢にも、産学連携を円滑に進めるヒントが

あるのではないでしょうか。

　少子化という逆風の中、安易な統廃合論に流されるの

ではなく、自校の歴史や地域との絆を大切にしながら、

いかに「地域になくてはならない魅力的な拠点」へと学

校を進化させ続けられるかが求められています。産学連

携を通じて学校の扉を開き、社会とつながることは、そ

の学校にしか出せない独自の価値を創出することにほか

なりません。自校の価値を再定義し、未来を担う生徒た

ちにとって誇りある場所であり続けるための各校の挑戦

を、これからも注目していきたいと思います。

283

昭和45（1970）年度 平成７（1995）年度 令和６（2024）年度

商業　　　工業　　　農業　　　水産
家庭　　　総合学科　　　その他

1400

1200

1000

800

600

400

200

0

（学科数）

521

411

536 562

377

679

296
259

574

1030

1201

695715

955

56 52
23

42

516

23

今後の高×大・専・社の接続に向けて学校に求められること

（株）ベネッセコーポレーション 
学校カンパニー 教育情報センター長　

渡辺健太　わたなべ・けんた

産学連携を基にしたカリキュラム開発で
生徒を未来へ導く

学科別の高校数（2024年度）高校の主な専門学科及び総合学科の学科数の推移図３

※「その他」の学科は、専門教育を主とする学科のうち「農業」～「福祉」
に関する学科以外の学科（理数、体育、音楽、美術、外国語、国際関係など）
の合計 　※１つの学校が２つ以上の学科を持つ場合は、それぞれの学科に
ついて重複して計上。
※文部科学省「専門高校に関する参考資料集」を基に編集部で作成。※文部科学省「専門高校に関する参考資料集」を基に編集部で作成。

国立 公立 私立 合計 割合

普通 11 2,383 1,284 3,678 56.4%

専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科

専
門
高
校

1 1,486 419 1,906 29.2%

農業 293 3 296 4.5%

工業 1 431 84 516 7.9%

商業 440 134 574 8.8%

水産 42 42 0.6%

家庭 168 91 259 4.0%

看護 29 68 97 1.5%

情報 23 5 28 0.4%

福祉 60 34 94 1.4%

その他 1 443 118 562 8.6%

総合学科 2 353 22 377 5.8%

合計 15 4,665 1,843 6,523 100%

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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生
徒
は
必
ず
し
も
英
語
が
得
意
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
た

め
田
中
先
生
は
「
英
語
を
知
る
こ
と
で
、
日
々
の
生
活
が
少
し
面
白

く
な
っ
た
ら
素
敵
だ
よ
ね
」と
、生
徒
に
伝
え
て
い
る
。物
事
の
見
方・

考
え
方
が
一
歩
深
ま
り
、
日
常
を
豊
か
に
す
る
教
養
と
し
て
の
英
語

力
を
習
得
し
て
ほ
し
い
、
さ
ら
に
は
自
身
の
カ
ナ
ダ
留
学
の
経
験
か

ら
、
世
界
の
文
化
や
価
値
観
を
理
解
し
、
様
々
な
人
々
と
対
話
を
す

る
た
め
に
も
英
語
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
想
い
の
下
、
英
語
を
「
そ
れ
を
通
し
て
思
考
し
、
対
話

す
る
教
科
」
と
位
置
づ
け
、
授
業
に
自
己
調
整
学
習
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、田
中
先
生
が
作
成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
ラ
ー

ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
（
写
真
）
を
基
に
、
生
徒
は
自
分
で
計
画
を
立
て
て

学
習
を
進
め
る
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

はLesson

を

貫
く
問
い（Big 

Q
uestion

）と
、

そ
れ
に
答
え
る

た
め
の
段
階
的

な
問
い（STEP

）

で
構
成
さ
れ
、

生
徒
は
各STEP

に
い
つ
取
り
組

む
か
、
そ
の
学

習
計
画
を
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
記
入
し
て
か
ら
学
習
を
開
始
。
各

STEP

の
終
了
時
に
は
、
難
し
か
っ
た
点
な
ど
を
、
全STEP

終
了

後
に
は
、Lesson

前
後
で
の
自
身
の
変
化
や
次
のLesson

で
意

識
し
た
い
こ
と
な
ど
を
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
記
入
す
る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
生
徒
が
物
事
を
深
く
考
え
、
他
者
と
の

対
話
が
生
じ
る
よ
う
な
工
夫
を
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
「M

edia 
Literacy

」
のLesson

で
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
た
情
報
を
私
た
ち
は

ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
だ
ろ
う
か
」
をBig 

Q
uestion

と
し
て
設
定
。
生
徒
は
そ
の
答
え
を
英
語
で
書
く
と
い

う
最
後
のSTEP

に
向
け
て
、
各STEP

で
は
自
分
の
考
え
を
論
理

的
に
組
み
立
て
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
む
。
そ
の
際
、
生
徒
間
で
対

話
が
生
じ
る
よ
う
、
各STEP

の
問
い
は
生
徒
の
意
見
が
分
か
れ
る

よ
う
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
授
業
の
進
め
方
の
詳
細
と
と
も
に
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
や
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
り
方
、
授
業
中
の
教
師
の
声

か
け
の
工
夫
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
基
に
し
た
「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

ウェブ連載記事 ダイジェスト
 高校版

ウェブサイト『VIEW next ONLINE』で連載していた授業実践に関するコーナーを 2026 年７月よりリニュー
アルするとともに、教育課程に関するコーナーを新設しました。本コーナーでは、それらを含むウェブ連載記事
の概要をお伝えします。

各記事の全編には、２次元コードからアクセスするか、https://view-next.benesse.jp/ にアクセスし、「学校教育
情報誌『VIEW next』」＞「ウェブオリジナル記事」からご覧ください。

クリック！クリック！

写真　ラーニングマップの表面には各STEPの学
びを記録する。まずは各STEPに取り組む計画を
立てる。そしてSTEPが終わる度に「新たに分かっ
たこと」「つまずいたこと・難しかったこと」「他
者との比較で変わったこと」を記入し、達成度を
３段階で自己評価する。

自
己
調
整
し
な
が
ら
学
ぶ
授
業
を

通
じ
て
、
生
徒
に
対
話
力
や

自
己
表
現
力
を
育
む

静
岡
県
・
私
立
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

　田
中
大た

い
せ
い成

英
語
学
習
を
通
じ
て
人
生
を
豊
か
に
し
て
ほ
し
い

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

た
な
か
・
た
い
せ
い

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

英
語
科
主
任
。
３
学
年
担
任
。

「主体的・対話的で
深い学び」を

実装する

授業デザイン英語英語
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解説

＊　中央教育審議会　教育課程企画特別部会「論点整理」（2025年 9月）。総則・評価特別部会や各教科等ワーキンググループにおける議論を踏まえて一部更新。

「
な
ぜ
、そ
う
な
る
の
か
」と

考
え
た
く
な
る
「
問
い
」を

生
徒
に
投
げ
か
け
続
け
る

長
崎
県
立
大
村
高
校

　川
久
保
晃
一

　
学
習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂
に
向
け
て
、
文
部
科
学
大

臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
課
程
企

画
特
別
部
会
が
、
教
科
の
枠
を
超
え
た
基
本
方
針
に
つ
い

て
議
論
を
進
め
て
き
た
。
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に

向
け
て
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら

の
授
業
改
善
が
提
起
さ
れ
た
。
次
期
学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
も
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
装
が
改

善
の
方
向
性
の
１
つ
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同

部
会
の
議
論
に
お
け
る
授
業
の
あ
り
方
に
影
響
を
も
た
ら

す
論
点
と
し
て
、「
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の

一
体
的
な
充
実
」 「『
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
』
の
再

整
理
」 「
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
を
前
提
と
し
た
学
び
の
あ
り

方
」 「
⽣
き
て
働
く
『
確
か
な
知
識
』
の
習
得
」 「
障
害
や
認

知
特
性
等
、
多
様
な
実
態
を
踏
ま
え
た
調
整
」
な
ど
が
上

が
っ
て
い
る
（
＊
）。

　
そ
こ
で
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
寄
与
す
る
べ
く
、
同

部
会
の
議
論
の
論
点
に
関
連
す
る
授
業
改
善
に
先
進
的
に

取
り
組
む
教
師
の
授
業
実
践
を
紹
介
す
る
。
目
の
前
の
生

徒
た
ち
を
、
自
ら
の
人
生
を
舵
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

民
主
的
で
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
に
育
て
る
た
め
に
、

「
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
高
度
専
門
職
」
と
し
て
創
意
工
夫

を
重
ね
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
あ
り

方
を
、
誌
面
を
通
じ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

か
わ
く
ぼ
・
こ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。

探
究
Ｓ
Ｓ
Ｈ
企
画
部
主
任
。
数
学
科
。

「主体的・対話的で
深い学び」を
実装する

授業デザイン数学数学

授
業
づ
く
り
に
影
響
を

も
た
ら
す
学
習
指
導
要
領
の

次
期
改
訂
の
論
点

　「
自
ら
気
づ
き
、
考
え
、
行
動
で
き
る
能
力
や
課
題
解
決
の
た
め

の
実
践
力
を
身
に
つ
け
、
地
域
や
社
会
の
一
員
と
し
て
活
躍
す
る
人

材
を
育
成
」
す
る
こ
と
を
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
長
崎

県
立
大
村
高
校
。
授
業
で
は
、
教
師
が
生
徒
に
与
え
た
問
題
を
解
か

せ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
な
ぜ
、
そ
う
な
る
の
か
」「
こ
の
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
」「
学
ん
だ
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
役
立
て
ら
れ
そ

う
か
」
と
い
っ
た
、
生
徒
が
考
え
た
く
な
る
問
い
を
教
師
が
投
げ
か

け
る
な
ど
、
学
校
を
挙
げ
て
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
数
学
科
の
川
久
保
晃
一
先
生
が
、「
な
ぜ
、
そ
う
な
る
の
か
」
と
生

徒
た
ち
が
考
え
た

く
な
る
よ
う
な
授

業
を
実
現
す
る
上

で
重
視
し
て
い
る

の
が
、
教
科
書
の

内
容
を
生
か
し
た

生
徒
へ
の
問
い
か

け
だ
。
教
科
書
は

限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ

数
で
作
ら
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、「
こ

の
条
件
は
な
ぜ
必

要
な
の
か
」「
こ

の
条
件
が
こ
う
変
わ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
っ
た
、
行
間
を

読
ま
せ
る
よ
う
な
問
い
を
創
り
出
す
絶
好
の
素
材
で
あ
る
と
川
久
保

先
生
は
考
え
た
。

　
２
次
関
数
の
決
定
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
で
川
久
保
先
生
は
、
１
次

関
数
な
ど
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
関
数
（
グ
ラ
フ
）
が
特
定
の
条
件

を
満
た
す
点
の
集
合
体
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、「
頂
点
が
点(2,5) 

で
あ
る
こ
と
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
時
、
２
次
関
数
を
決
定
す
る
こ

と
は
で
き
る
か
」
と
い
う
問
い
を
生
徒
に
投
げ
か
け
た
。
教
科
書
を

読
め
ば
「
分
か
っ
た
」
つ
も
り
に
な
り
が
ち
だ
が
、
本
当
に
分
か
っ

て
い
な
け
れ
ば
解
け
な
い
よ
う
な
、
教
科
書
の
問
題
と
は
少
し
異
な

る
問
い
を
投
げ
か
け
る
の
は
、生
徒
の
中
に
「
本
当
に
自
分
は
分
か
っ

て
い
る
の
か
」
と
い
っ
た
疑
問
を
生
む
た
め
だ
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
授
業
の
詳
し
い
流
れ
と
と
も
に
、「
な
ぜ
、

そ
う
な
る
の
か
」
な
ど
と
生
徒
が
考
え
た
く
な
る
問
い
を
「
思
考
を

深
め
る
問
い
」
と
し
て
、
全
教
師
が
教
科
を
超
え
て
共
有
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
同
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

写真　『授業は間違う場だよ』と声をかけ、失敗を恐
れずにグループ内で相談できる雰囲気をつくってい
る。

教
科
書
の
内
容
を
生
か
し
、「
な
ぜ
、
そ
う
な
る
の
か
」
を
探
究

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
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基
礎
学
力
の
育
成
な
ど
に
力
を
入
れ
る

「
大
阪
府
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
」

の
大
阪
府
立
箕
面
東
高
校
は
、
２
０
２
５

年
度
か
ら
、「
産
業
社
会
と
人
間
」
と
総

合
的
な
探
究
の
時
間
で
取
り
組
む
探
究
学

習
を
、
生
徒
が
自
己
を
探
究
す
る
活
動
を

軸
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
刷
新
し
た
。

以
前
は
各
授
業
の
前
後
の
つ
な
が
り
が
希

薄
で
、
生
徒
の
学
び
が
深
ま
ら
な
い
状
態

だ
っ
た
た
め
、
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

は
各
学
年
の
ゴ
ー
ル
を
具
体
化
す
る
と
と

も
に
、
毎
授
業
の
活
動
を
系
統
化
し
、
ス

モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
調
査
・
探
究
を
積
み

重
ね
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
た
。

　
例
え
ば
１
年
次
は
「
自
己
探
究
」
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
年
度
末
の
ゴ
ー
ル
を

「
６
０
０
字
の
自
己
Ｐ
Ｒ
文
の
作
成
」
に

設
定
。「
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
」（
＊
）
の
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
自
分
の
関
心
や
得
意
な
こ

と
を
追
究
す
る
な
ど
、
自
己
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
強
み
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
け
る
よ
う
に
各
授
業
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
構
成
し
た
。

　
生
徒
の
学
び
を
下
支
え
す
る
の
が
、
同

校
の
進
路
指
導
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
や

る
や
ん
！
　

み
の
ひ
が
」
に
基
づ
く
教
師

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声
か
け
だ
。
教
師
は
ど

ん
な
に
小
さ
い
こ
と
で
も
生
徒
の
で
き
て

い
る
点
を
褒
め
、
生
徒
が
成
功
体
験
を
積

み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
る
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
同
校
の
探
究
学

習
の
３
年
間
の
流
れ
や
大
切
に
し
て
い
る

点
、
生
徒
へ
の
声
か
け
に
お
け
る
留
意
点

な
ど
、
実
践
の
詳
細
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
福
岡
県
・
福
岡
市
立
福
翔
高
校
で
は
こ

れ
ま
で
、
２
年
次
か
ら
の
総
合
的
な
探
究

の
時
間
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る

課
題
を
設
定
す
る
探
究
学
習
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
解
決
が
容
易
で
は
な
い
問
題

に
直
面
し
、
戸
惑
う
生
徒
が
い
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、
探
究

学
習
で
設
定
す
る
課
題
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
も
の
に
は
限
定
せ
ず
、
同
校
の
教
師

が
得
意
分
野
を
生
か
し
て
課
題
を
設
定
す

る
ゼ
ミ
形
式
の
「
専
門
探
究
」、
生
徒
が

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
で
自
由
に
課
題
を

設
定
し
、
伴
走
役
の
教
師
と
一
緒
に
探
究

学
習
に
取
り
組
む
「
自
由
探
究
」
の
２
本

立
て
と
し
た
。

　
生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い

て
課
題
を
設
定
す
る
探
究
学
習
に
変
え
た

こ
と
で
、生
徒
の「
も
っ
と
知
り
た
い
」「
な

ぜ
こ
う
な
る
の
か
を
考
え
た
い
」
と
い
っ

た
意
欲
が
高
ま
っ
た
。
以
前
で
あ
れ
ば
、

生
徒
が
教
師
に
行
う
、
探
究
学
習
に
関
す

る
相
談
の
多
く
は
、「
何
を
す
れ
ば
よ
い

で
す
か
」
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
今

で
は
「
ど
う
し
た
ら
仮
説
が
証
明
で
き
ま

す
か
」
と
い
っ
た
質
の
も
の
に
変
わ
っ
た
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
同
校
に
お
け
る

探
究
学
習
の
課
題
の
設
定
方
法
の
見
直
し

の
プ
ロ
セ
ス
や
、
更
新
さ
れ
た
探
究
学
習

に
取
り
組
む
生
徒
と
伴
走
す
る
教
師
の
様

子
、「
専
門
探
究
」と「
自
由
探
究
」の
コ
ー

ス
構
成
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

１
学
年
担
任
・

25
年
度
キ
ャ
リ
ア
教
育
部

松
本
弥
生  

ま
つ
も
と
・
や
よ
い

キ
ャ
リ
ア
教
育
部
主
任

德
浦

　望 

と
く
う
ら
・
の
ぞ
み

指
導
教
諭
・
進
路
部
主
任

武
林
哲
朗  

た
け
ば
や
し
・
て
つ
ろ
う

＊　ベネッセが提供する、進路・探究・表現学習を統合的に支援するデジタル教材。

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！
生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。

探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

自
己
探
究
か
ら
進
路
実
現
へ
。

学
年
ご
と
に
ゴ
ー
ル
を
定
め
、

生
徒
の「
で
き
る
」を

増
や
し
て
い
く

大
阪
府
立
箕み

の

面お

東
高
校

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
基
に
し
た
り
、

教
師
の
専
門
性
を
生
か
し
た
り
し
て

課
題
を
設
定
し
、

深
く
、
楽
し
い
探
究
学
習
を
実
現

福
岡
県
・
福
岡
市
立
福
翔
高
校

Tur ning Point

Tur ning Point

活動の系統化を図り、
ゴールを明確にした
学びを実現

課題の
設定方法の
見直し

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

就
職
主
担

札
木

　理  

ふ
だ
き
・
お
さ
む

進
路
指
導
主
事

吉
田
拓
郞  

よ
し
だ
・
た
く
ろ
う

28 高校版  2026 July

0-01-5-00032-001 2026 年度 VIEW next 高校版 7 月号 28 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

06/26
八木

念
校

07/07
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P027-028_view-next-koukou-7g.indd   28P027-028_view-next-koukou-7g.indd   28 2026/07/07   13:512026/07/07   13:51

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article37357/?s_oid=s002
https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article37348/?s_oid=s002


　
次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
多
様
な
子
ど
も

た
ち
を
包
摂
す
る
教
育
課
程
を
各
校
が
編
成
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
現
行
の
仕
組
み
が
大

幅
に
見
直
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
そ
う
し
た
教
育
課

程
の
柔
軟
化
に
向
け
て
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領

下
で
の
教
育
課
程
の
編
成
に
関
し
て
、
先
生
方
の

疑
問
に
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
答
え
る
連
載
コ
ー
ナ
ー
を

ウ
ェ
ブ
連
載
記
事
と
し
て
新
た
に
設
け
た
。

　
今
号
の
テ
ー
マ
は
「
単
位・単
位
制
の
仕
組
み
」

で
、
１
つ
め
の
質
問
で
は
「
現
行
の
学
習
指
導
要

領
下
で
高
校
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
際
に
押

さ
え
て
お
く
べ
き
基
本
事
項
」
に
つ
い
て
取
り
上

げ
た
。
ま
ず
押
さ
え
る
べ
き
な
の
は
、
高
校
で
は

単
位
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
だ
。「
単
位
」と
は
、

各
教
科
・
科
目
等
に
つ
い
て
必
要
と
な
る
学
習
時

間
を
測
る
尺
度
で
あ
り
、
高
校
の
学
習
指
導
要
領

で
は
１
単
位
を
「
１
単
位
時
間
50
分
×
35
単
位
時

間
（
コ
マ
）」
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
を
標
準
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
教
科
・
科
目
の
内
容
を
無
理
な
く
指

導
で
き
る
単
位
数
と
し
て
「
標
準
単
位
数
」
が
示

さ
れ
て
い
る
。
高
校
の
教
育
課
程
は
、
各
教
科
・

科
目
の
標
準
単
位
数
を
基
に
、
各
校
が
自
校
の
実

態
に
応
じ
て
適
切
な
単
位
数
を
配
当
し
、
卒
業
ま

で
に
履
修
さ
せ
る
各
教
科
・
科
目
を
編
成
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
高
校
は
単
位
制
だ
。
教
育

課
程
と
し
て
は
、
学
年
に
よ
る
区
分
を
設

け
ず
、
決
め
ら
れ
た
単
位
を
修
得
す
れ
ば

卒
業
が
認
め
ら
れ
る
単
位
制
の
課
程
と
、

学
年
に
よ
る
教
育
課
程
の
区
分
を
設
け

る
、
い
わ
ゆ
る
学
年
制
の
課
程
が
あ
る
。

本
記
事
の
全
編
で
は
、
卒
業
要
件
に
お
け

る
単
位
数
や
履
修
・
修
得
の
扱
い
な
ど
に

つ
い
て
も
解
説
し
て
い
る
。

　
２
つ
め
の
質
問
で
は
「
生
徒
の
実
態
に

応
じ
て
各
教
科
・
科
目
の
単
位
数
を
変
え

た
い
と
思
っ
た
場
合
に
、
現
行
の
学
習
指

導
要
領
で
も
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
。
端
的
に
回
答
す
る
と
、
学
習

指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
標
準
単
位
数
を
上

回
る
単
位
数
の
配
当
（
増
単
）
は
可
能
だ

が
、
下
回
る
単
位
数
の
配
当
（
減
単
）
は

実
質
的
に
難
し
い
。
具
体
的
に
は
、
図
の
左
側
に

示
し
た
「
増
単
が
で
き
る
場
合
の
例
示
」
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
各
校
が
必
要
に
応
じ
て

増
単
可
能
だ
。

　
一
方
、
減
単
は
原
則
で
き
な
い
。
た
だ
し
必
履

修
教
科
・
科
目
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
実
態
及
び

専
門
学
科
の
特
色
等
を
考
慮
し
、
特
に
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、「
数
学
Ⅰ
」「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ
」
は
２
単
位
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
他
の
必
履
修
教
科
・
科
目
（
標
準
単
位
数
が
２

単
位
の
も
の
を
除
く
）
に
つ
い
て
も
、
そ
の
単
位

数
の
一
部
を
減
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
合
的
な

探
究
の
時
間
に
つ
い
て
も
、
特
に
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
単
位
数
を
２
単
位
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
必
履
修
教
科
・
科
目
以
外
の
各

教
科
・
科
目
で
減
単
が
で
き
る
の
は
、
図
の
右
側

の
「
減
単
」
に
お
い
て
示
し
た
２
つ
の
場
合
の
み

だ
。
な
お
、
本
記
事
の
全
編
で
は
、
増
単
や
減
単

が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
行
え
る
の

か
、「
数
学
Ⅰ
」
な
ど
の
科
目
を
例
に
具
体
的
に

示
し
て
い
る
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
の
末
尾
で
は
、次
期
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
単
位
制
が
大
幅
に
柔
軟
化
さ
れ
る

見
通
し
を
示
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
単
位
の
計

算
方
法
の
見
直
し
が
そ
の
１
つ
で
、１
単
位
を
こ

れ
ま
で
の
約
半
分
に
あ
た
る「
17
単
位
時
間
」と

す
る
新
単
位
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

減
単
は
原
則
不
可
と
す
る
こ
と
を
改
め
、生
徒
の

実
態
及
び
教
育
課
程
全
体
を
通
じ
た
資
質
・
能
力

の
育
成
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、一
定

の
限
度
の
下
で
可
能
と
な
る
見
通
し
だ
。本
記
事

の
全
編
で
は
、単
位
制
の
見
直
し
に
よ
っ
て
教
育

課
程
の
編
成
が
ど
う
変
わ
る
か
を
解
説
し
て
い
る
。

監修

増単 減単

必
履
修
教
科
・
科
目

増単できる場合
の例示
•基礎的な知識を
十分身につけさ
せるため
•理解の難しい科
目の内容を十分
習得させるため
•特定の技術、技
能等を反復、習
熟させるため
の時間に充当す
る場合

◉原則減単できない
生徒の実態及び専門学科の特色等を考慮
し、特に必要がある場合のみ、減単が可能。
また、その場合においても、標準単位数が
２単位である場合は減単不可

上
記
以
外

◉原則減単できない
◉以下のいずれかの場合のみ減単可能
•短い時数で該当教科・科目の目標の実現
が可能であると判断される場合

•教科・科目の特質から一部の内容項目を
取り上げることも可能である旨が規定さ
れており、生徒の特性や学校の実態等に
応じてやむを得ない場合

※文部科学省「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　総則編」を基に
編集部で作成。

増単・減単の条件図

ウェブ連載記事 ダイジェスト 高校版

文部科学省　初等中等教育局　
主任視学官

田村 学 たむら・まなぶ

単
位
・
単
位
制
の
仕
組
み

今
号
の
テ
ー
マ

教育課程の
柔軟化に向けて、先生方の
疑問に答えます！

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
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2026年４月号へのご意見

新たな提案ができるイノベーティブな教師に
　４月号の特集の CASE１ 北海道・市立札幌藻

も
岩
いわ

高校の記事で、「大切な
ビジョンを共有し、実現のために何をするかは任せてくれる」という對

つ
馬
しま

光
こう

揮
き

先生の言葉に共感した。生徒と直接かかわる機会が少ない校長が現
場の細かい事柄に口を出すと、うまくいかないことがある。ただ、現場か
ら具体案もなく、相談されれば、校長は何かしら答えざるを得ない。教師
は校長のビジョンを基にクリエイティブに発想し、新たな提案ができる
イノベーティブな存在になるべきだと思った。山形県立米沢東高校　高橋英路

前向きに捉えた点を管理職に直接伝えたい
　4 月号の特集（CASE １〜３）を読み、管理職の言動がいかに学校文化
をつくるかを実感した。現場の営みを前向きに捉えて直接伝え、さらに
外部へも発信していく。手厚すぎるようにも思えるその姿勢は、学校運
営や学級運営の素晴らしい模範になると感じる。 一教員の立場からも「今
のアプローチは嬉しかった」といった具体的なフィードバックを管理職
に率直に伝えていきたい。正解のない変化の激しい時代だからこそ、そ
うした双方向のやり取りが学校の安心感や安定感となり、組織全体が柔
軟に試行錯誤できる土壌をつくるのだと改めて気づかされた。

神奈川県・横浜市立金沢高校　斎藤真彦

ビジョンに基づいて語り続ける必要性を実感
　４月号の特集のタイトルである「なぜ、あの学校は人が動くのか？」
について、「研究者の視点」の記事で帝京大学の町

ちょう
支
し

大
だいすけ

祐准教授が指摘し
た通り、教師が試行錯誤を繰り返しながら、自らの言葉でビジョンを語り、
組織全体で取り組むことが重要だと思う。CASE１〜３の各校の共通点は、
リーダーが結束し、何事もビジョンに基づいて現場の教師に語り続けて
いることだった。それは決して簡単なことではなく、途中で疑問や不安
を抱えて立ち止まってしまうかもしれない。長期的な取り組みになるこ
とを覚悟して続ける必要があるだろう。 　　東京都・私立岩倉高校　松本祐也 

社会の変化を敏感にキャッチし、指導を更新していく
　４月号の「指導変革の軌跡」の記事を読み、およそ 10 年周期で東日本
大震災やコロナ禍といった社会を揺るがす出来事が起こり、その影響を
受けて、人々の学校教育への価値観や関心が大きく変化してきた軌跡を
実感した。これからの社会を予測することは困難だが、だからこそ学校
現場には、社会の変化を敏感にキャッチし、変革を恐れない姿勢が不可
欠だ。どのような社会が到来しても主体的に生き抜いていくための資質・
能力を生徒が身につけられるよう、カリキュラムや日々の指導を更新し
ていきたい。　　　　　　　　　　　静岡県・私立静岡サレジオ高校　神

かみ
谷
や
隼
とし
基
き

探究学習では生徒の課題設定が重要
　４月号の「『やらされ探究』から『マイ探究』へ！」の福井県立坂井高
校のウェブ連載記事を読み、探究学習では生徒が自分にとって重要だと
思うことを課題に設定すべきだと改めて感じた。「興味のあることがない」

「部活動で忙しい」といった生徒もいる中で、生徒が社会にかかわる機会
を持てるように声をかけるとともに、活動の前と後で自身の変化を振り返
ることができるようにしていきたい。　　　　　　　　　 北海道　匿名希望

先生方からの
ご意見を
紹介します

10月20日発刊
（予定）

高校版　2026年10月号

　2026 年４月より VIEW next 編集部に配属 
となりました森です。初めての取材で静岡県・
私立東海大学付属静岡翔洋高校を訪問しまし
た。高校を卒業以来、久しぶりに触れる授業
の空気に少し緊張しましたが、教室の窓から
見えた雄大な富士山の景色に、一瞬で心が奪
われました。この環境で学べる生徒の皆さん
がうらやましくて仕方がありません。
　この日拝見したのは、「自己調整学習」を
取り入れた授業です（Ｐ．26 参照）。特に驚
いたことは、生徒全員が主体的に学習に取り
組んでいたことです。 教える内容は同じで
も、教師が用意する「仕かけ」次第で、生徒
のワクワクや意欲がここまで引き出せるのだ
と、教育の奥深さを肌で感じました。
　帰路に就く際、夕日に映える富士山を眺め
ながら、あの教室で見た生徒たちの真剣なま
なざしを思い出し、胸が熱くなりました。（森）

Reader's
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編集部からのお知らせ

 高校版　2026年７月号　特集テーマ連動オンラインセミナー

「どう進める？　
高校の特色化・魅力化」
開催のご案内

https://benesse-hs.jp/nm2gq

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

本誌発刊

本誌の特集の
テーマと連動した

オンラインセミナー

各号の発刊後に、特集のテーマについて
さらに理解を深める！

オンラインセミナーの最新情報を受け取りたい先生はご登録を！

お急ぎの場合は、お電話もご利用いただけます。
株式会社ベネッセコーポレーション　お客様サービスセンター　TEL：0120–350455（通話料無料）
受付時間：月～金 8:00 ～18:00 ／土 8:00 ～17:00 （祝日、夏季休業、年末・年始を除く）

8/11（火）～ 8/16（日）はお客様サービスセンターは夏季休業です。

開催日時	 2026年10月９日（金）　16：00〜17：00
形式	 オンライン（ZOOM 配信）　　参加費　無料
プログラム（予定）
［プログラム１］特集解説

本誌７月号・特集「どう進める？　高校の特色化・魅力化
─ 生徒を主語にした学校づくりに向けて」のポイント解説

［プログラム２］質問への回答
読者から寄せられた質問に対して、現場の実情・実践に詳しい
佐藤事務局長と舟越校長、編集部が回答
ご質問は、お申し込みフォームで受けつけています。　

※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。　※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。
※一部時間帯の視聴も可能です。※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

2026年10月７日（水）
参加申し込み締め切り日

右記の２次元コード、
または下記URLから
お申し込みください。
https://benesse-hs.jp/VIEW2621

参加申し込み方法

今年度は各号の発刊後に、特集のテーマと連動したオンラインセミナーを実施しています。２回目となる今回は、７
月号の特集のテーマである「どう進める？　高校の特色化・魅力化」と連動し、高校の特色化・魅力化を進める上で
管理職に求められる視点や役割について深めます。管理職を始めとするリーダーのお立場の先生はもちろん、将来の
学校を担われる若手の先生も含め、多くの先生方のご参加をお待ちしております。

登
壇
予
定
者

佐藤　到
いたる

　先生
全国普通科高等学校長会　事務局長
神奈川県立松陽高校、同・横浜翠

すいらん
嵐高校で校長

を務めた後、神奈川県立総合教育センター顧問、
横浜国立大学教職大学院連携教授を歴任。22 年
度から現職。全国の普通科高校を訪れ、改革支
援を行う。

舟越　裕
ひろし

　先生
長崎県立佐世保南高校　校長
長崎県立佐世保北高校で進路指導主事として同
校の進路指導をけん引。同・佐世保西高校で教
頭、同・松浦高校で校長を務め、25 年度から現
職。松浦高校や現任校で普通科改革の取り組み
を先導してきた。

『VIEW next』の LINE を友だち登録していただければ、オンラインセミナーの最新情報はもちろん、本誌の発刊時や新コ
ンテンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』内の該当コンテンツに、ダイレクト
にアクセスできます。この機会にぜひご登録をお願いします！

方法❶　右の２次元コードを読み取る
方法❷　LINE アプリの「友だち追加」＞　「ID 検索」で「@view21」と入力して追加

友だち登録の
方法例

お問い合わせは
こちら

る日の放課後、２年生のクラス担任だった私は、11月

に実施された模擬試験の結果について女子生徒Ａさん

と面談をしました。Ａさんの成績は、５教科すべてが高得点で、

志望校である難関国立大学には余力を持って合格できそうでし

た。10余年の教職歴の中で私が出会った生徒の中でも屈指の

学力を持つＡさんは、より難関の大学を目標にすれば、さらに

学力が伸びるはずだと私は確信していました。

　いつもの穏やかな笑顔で面談にやってきたＡさんに、私は「模

擬試験の結果、見た？」と聞きました。Ａさんは「はい。よかっ

たですよね」とさらりと答えました。その言葉にうなずきなが

ら私はこう提案しました。「こんなに高い点数が取れるのだか

ら、東大を目指さない？」。するとＡさんは「そう言ってもら

えるのは、うれしいです」と笑顔を崩さずに答えた後、私に尋

ねました。「でも、東大に行ったら、私の人生の何が変わるん

でしょうか？」。想定外の質問に私は思わず、「えっ？」と声を

出してしまいました。私が予想していたＡさんの反応は、「自

信がありません」とか、「頑張ってみます」といったものだっ

たからです。次の言葉がなかなか出てこなかった私は、「人生

の何が変わるのかってどういうこと？」とＡさんの質問に質問

で返しました。

　「東大も素敵な大学だと思いますが、東大に行ったら私の人

生がどう変わるのかが分からないんです。今の志望校が唯一の

選択肢ではないことは分かっていますが、現時点で私が一番関

心のある大学なんです」。穏やかな表情を変えずに語るＡさん

に、私は「人生はどうなるか分からないから、卒業後の選択肢

が増えそうな東大に行った方がいいんじゃないの？」と言いま

したが、内心は「中身のないことを言っているな……」と情け

なさでいっぱいでした。私は東京大学のことを詳しく調べてい

たわけではありませんでした。それなのに「東大を目指さな

い？」と安易に口にしたのは、自分のクラスに学力が高い生徒

がいることに浮かれていたからだと自己嫌悪に陥りました。

談は、生徒が気づきを得たり、前向きな気持ちになっ

たりするための時間だと考えていました。しかし、私

との面談がきっかけでその後、Ａさんにそうした変化が生まれ

たとは思えませんでした。Ａさんは当初の志望校に合格しまし

たが、私にとってはＡさんとのあの面談は思い出すと苦しくな

る、しかし決して忘れてはならない面談だと思っています。

担任として生徒の進路選択にどうかかわっていこうとし
ているのか、そして地方の高校に通う生徒の進路観の醸
成をどのように支援しようと考えているのかを佐藤先生
が語ったウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article36719/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。

「
東
大
を
目
指
さ
な
い
？
」

安
易
に
提
案
し
た
担
任
の
私
に
、

生
徒
が
返
し
た
想
定
外
の
質
問

さとう・こうだい ● 同校に赴任して4 年目。数学科。
生徒の主体的・自律的な学びの実現を目指し、
授業改善に力を入れる。2026 年度からは、

DX ハイスクール採択校である同校の様々な教育活動の
評価・改善・精選を担うDX 委員会の委員長を務める。

岩手県立水沢高校

佐藤紘大

先生なら、
どうしますか？
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お 客 様 サ ービ スセンター

表
紙
の
学
校

北
海
道

静し
ず
な
い内
農
業
高
校

岩手県立水沢高校 /長崎県立佐世保南高校 /熊本県・熊本市立必
ひつゆうかん
由館高校 /

大阪府 ・私立大阪高校 /岩手県立葛
くずまき
巻高校 / 富山県立高岡高校 /

静岡県・私立静
せいせい
清高校 / 静岡県・私立東海大学付属静岡翔洋高校 /

長崎県立大村高校 /大阪府立箕
みの
面
お
東高校 /福岡県・福岡市立福翔高校

今号の掲載校

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

多様な学び舎
や

で、理解と共感を
北海道静

しずない

内農業高校　廣
ひ ろ た に

谷　玲
れ い

　先生

2026年
7月

21日
発

行
　

通
巻

416号
   ［発

行
人

］ 田
村

隆
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ひろたに・れい　同校に赴任して６年目。進路指導部長。家庭科。
北海道静内農業高校　1978（昭和53）年設立／全日制／食品科学科、生産科学科／共学／１学年
約50人／2025年度卒業生進路実績　国公立大は、帯広畜産大に２人が合格。私立大は、北翔大、
酪農学園大、東京農業大、京都産業大などに延べ11人が合格。短大・専門学校進学７人。就職22人。

　農作物の生産や乳牛の飼育管理、そして日本唯一の軽種馬生産など、多様な学
びを展開する静内農業高校には道内外から生徒が集まる。異なる背景を持つ生徒
たちに家庭科担当の廣谷先生は「理解と共感を大切にしよう」と伝えている。「授
業において生徒が自分の家庭の考え方を話す場面が少なからずありますが、それ
ぞれ違うのは当然で、正解はありません。自分とは異なる意見も１つの考え方と
して受け入れ、共感する。その大切さと難しさを学んでほしいのです」と語る。
　先生自身、進路指導部長として、理解と共感を胸に生徒と向き合う。全校生徒の
進路希望調査に目を通した上で生徒に頻繁に声をかけ、その会話から内面をくみ
取り、生徒の可能性を広げる選択肢を調べて生徒や担任に情報を届ける。「『これで
いいや』ではなく、『これがやりたい』と納得して選ぶ。それが卒業後も自分の足で
歩いていける確かな自信になります」と廣谷先生。農業を志す生徒は「『スマート
農業も面白そう』と漏らしたら、先生が新設の学科を教えてくれました。その学科
を調べるうちに、学びたい学問や将来像が一層明確になり、志望学科を決めること
ができました」と語る。先生の理解と共感も力にして、生徒は前に進んでいく。

どう進める？
高校の特色化・魅力化
─生徒を主語にした学校づくりに向けて

特集

『VIEW next』高校版に関するお問い合わせは

右記の２次元コード、または下記ＵＲＬから
お問い合わせフォームにアクセスいただき、お問い合わせください。

https://benesse-hs.jp/nm2gq

先生方と共に創る　教育情報&オピニオン誌
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